
河
野
氏
「
解
決
策
提
示
を
」

で
の
退
陣
を
強
い
ら
れ
た
こ

と
は
「
痛
恨
の
極
み
」
と
漏

ら
し
、
最
後
は
涙
ぐ
み
な
が

ら
演
説
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
ユ
ン
ケ
ル
欧
州
委

員
長
は
、
欧
州
委
員
会
の
報

道
官
を
通
じ
、
メ
イ
氏
に
つ

い
て
「
勇
気
あ
る
女
性
で
あ

り
、
深
い
敬
意
を
抱
い
て
き

た
」
と
表
明
し
た
。

　

メ
イ
氏
は
当
初
、
Ｅ
Ｕ
と

の
合
意
案
に
基
づ
く
離
脱
関

連
法
案
を
６
月
上
旬
に
下
院

採
決
に
か
け
る
方
針
だ
っ

た
。
た
だ
野
党
に
多
い
Ｅ
Ｕ

残
留
派
か
ら
の
支
持
を
獲
得

す
る
た
め
、
法
案
の
可
決
を

条
件
に
２
度
目
の
国
民
投

票
実
施
に
含
み
を
持
た
せ
た

こ
と
か
ら
、
与
党
内
の
離
脱

強
硬
派
や
主
要
閣
僚
ら
が
反

発
。
法
案
採
決
は
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

　

保
守
党
を
率
い
る
メ
イ
氏

は
昨
年
１
２
月
の
党
首
信
任

投
票
で
続
投
を
決
め
、
党
の

規
定
で
１
年
間
は
党
首
の
座

が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
だ
が

党
内
で
は
、
規
定
を
変
更
し

て
で
も
信
任
投
票
を
再
実
施

し
、
辞
任
時
期
を
早
期
に

示
す
よ
う
メ
イ
氏
に
迫
る
べ

き
だ
と
の
声
が
強
ま
っ
て
い

た
。

　
【
パ
リ
共
同
＝
江
藤
友
治
】
河
野
太
郎
外
相
は
２
３
日
午
後
（
日
本
時
間
同
日
夜
）、
韓
国
の
康
京
和
外
相
と
訪
問

先
の
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
会
談
し
た
。
日
本
企
業
に
賠
償
を
命
じ
た
韓
国
人
元
徴
用
工
訴
訟
を
巡
り
、
日
韓
に
第
三

国
の
委
員
を
加
え
た
仲
裁
委
員
会
の
開
催
に
応
じ
る
よ
う
要
求
。康
氏
は
同
意
し
な
か
っ
た
。日
本
政
府
筋
が
２
４
日
、

明
ら
か
に
し
た
。
両
氏
は
応
酬
を
繰
り
広
げ
、
河
野
氏
は
、
文
在
寅
大
統
領
に
解
決
策
を
提
示
す
る
責
任
が
あ
る
と

指
摘
し
た
。
日
本
が
撤
廃
を
求
め
る
８
県
産
水
産
物
の
輸
入
禁
止
措
置
に
関
す
る
協
議
も
平
行
線
に
終
わ
っ
た
。

外
相
会
談
、
徴
用
工
で
応
酬

後
任
選
び
本
格
化
へ

韓国は仲裁委同意せず
与
党
党
首
、
６
月
７
日
に

メ
イ
英
首
相
、
辞
任
表
明

景
気
判
断
、
再
び
引
き
下
げ

輸
出
・
生
産
「
弱
さ
続
く
」

韓国の康京和外相（右端）と会談する河野外相（左端）＝２３日、パリ
（代表撮影・共同）

体
的
な
手
続
き
が
６
月
１
０

日
の
週
に
始
ま
る
予
定
。
７

月
中
に
後
任
が
就
任
す
る
見

通
し
で
、
そ
れ
ま
で
は
メ
イ

氏
が
暫
定
的
に
首
相
に
と
ど

ま
る
。
後
継
選
び
で
は
離

脱
強
硬
派
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
前

外
相
ら
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る
。

　

首
相
官
邸
前
で
演
説
し
た

メ
イ
氏
は
、
離
脱
の
実
現
へ

「
全
力
を
尽
く
し
た
」
と
強

調
す
る
一
方
、
議
会
の
支
持

を
得
ら
れ
る
見
通
し
が
立
た

ず
「
新
し
い
首
相
が
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
の
が
国
益

に
か
な
う
」
と
判
断
す
る
に

至
っ
た
と
述
べ
た
。
道
半
ば

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
砂
田

浩
孝
、
伊
藤
慎
司
】
英
国
の

メ
イ
首
相
は
２
４
日
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
を
巡
る

混
迷
の
責
任
を
取
り
、
辞
任

を
表
明
し
た
。
６
月
７
日
に

与
党
保
守
党
の
党
首
を
辞
任

し
、
後
任
の
選
出
後
に
首
相

職
か
ら
も
退
く
。
２
０
１
６

年
の
就
任
以
来
、
Ｅ
Ｕ
離
脱

を
主
導
し
て
き
た
メ
イ
氏
の

退
陣
表
明
で
、
今
後
の
か
じ

取
り
は
次
期
首
相
の
手
に
委

ね
ら
れ
る
。
離
脱
の
行
方
は

一
段
と
不
透
明
に
な
り
そ
う

だ
。

　

新
首
相
と
な
る
次
期
党
首

選
び
が
今
後
本
格
化
し
、
具

対
立
回
避
、
友
好
前
面
に

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
き
ょ
う
来
日

回
復
と
い
う
基
調
（
骨
格
）

は
保
ち
つ
つ
、４
月
ま
で「
輸

出
や
生
産
の
一
部
に
弱
さ
も

み
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
た

部
分
を
後
退
さ
せ
た
。
先
行

テ
ロ
警
戒
、
国
技
館
に
は
Ｓ
Ｐ

都
心
は
厳
戒
態
勢
に

を
打
ち
出
し
た
い
考
え
だ
。

隔
た
り
が
大
き
い
貿
易
交
渉

は
「
焦
点
に
な
ら
な
い
」（
米

政
府
高
官
）
と
対
立
の
露
呈

回
避
を
図
る
が
、
ト
ラ
ン
プ

氏
に
と
っ
て
は
非
常
に
優
先

度
が
高
い
。
圧
力
を
か
け
る

場
面
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

中
国
と
の
貿
易
摩
擦
が
長

引
く
中
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
来

年
の
大
統
領
選
を
に
ら
み
、

き
は
、
米
中
貿
易
摩
擦
の
影

響
に
「
一
層
注
意
す
る
」
と

強
い
警
戒
感
を
示
し
た
。

　

雇
用
や
企
業
収
益
の
良
さ

を
根
拠
に
大
幅
な
修
正
は
せ

ず
、
１
０
月
の
消
費
税
増

税
の
延
期
論
拡
大
を
避
け
る

意
図
が
に
じ
ん
だ
。
た
だ
３

月
の
景
気
動
向
指
数
で
、
機

械
的
に
示
す
基
調
判
断
が
約

６
年
ぶ
り
に
景
気
後
退
の
可

能
性
を
表
す
「
悪
化
」
と
さ

れ
て
い
た
点
と
の
矛
盾
を

問
う
声
も
出
そ
う
だ
。
米
国

は
２
３
日
、
自
国
通
貨
を
割

安
に
す
る
国
か
ら
の
輸
入
品

に
相
殺
関
税
を
か
け
る
方
針

を
示
し
、
通
商
問
題
を
巡
る

混
迷
は
深
ま
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当

皇
居
付
近
の
道
路
で
検
問
す
る

警
察
官
＝
２
４
日
午
後
、
東
京

都
千
代
田
区
（
共
同
）

ぶ
り
の
下
方
修
正
と
な
り
、

中
国
経
済
減
速
の
余
波
で

「
輸
出
や
生
産
の
弱
さ
が
続

い
て
い
る
も
の
の
、
緩
や
か

に
回
復
し
て
い
る
」と
判
断
。

　

Ｅ
Ｕ
と
の
合
意
案
は
下
院

で
３
度
否
決
さ
れ
、
離
脱
日

は
最
長
１
０
月
ま
で
延
期
さ

れ
た
。
保
守
党
は
５
月
上
旬

の
地
方
選
で
惨
敗
、
２
３
日

に
投
票
が
行
わ
れ
、
２
６
日

に
結
果
が
公
表
さ
れ
る
欧
州

議
会
選
で
も
敗
北
が
濃
厚

だ
。

日
本
企
業
、
英
離
れ
加
速
も

「
合
意
な
き
離
脱
」
警
戒

　
【
共
同
】
英
国
の
メ
イ
首

相
が
辞
任
を
表
明
し
、
欧
州

連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
を
巡
る

情
勢
が
一
段
と
不
透
明
に

な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
企
業

の
英
国
離
れ
が
加
速
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
現
地
に
生
産

拠
点
を
持
つ
メ
ー
カ
ー
は
、

Ｅ
Ｕ
と
の
合
意
が
な
い
ま
ま

離
脱
す
る
最
悪
の
事
態
を
警

戒
し
、
対
応
策
の
検
討
を
急

国
賓
で
小
さ
な
ミ
ス
も
許
さ

れ
な
い
」
と
気
を
引
き
締
め

る
。

　

大
統
領
専
用
機
で
到
着
予

定
の
羽
田
空
港
で
は
、
空
港

専
従
の
テ
ロ
対
処
部
隊
に
加

え
、
機
動
隊
を
投
入
し
て
警

備
を
強
化
す
る
。
空
港
内
や

直
結
す
る
駅
を
見
回
り
、
不

審
物
が
な
い
か
確
認
。
２
５

日
以
降
は
大
半
の
ご
み
箱
が

封
鎖
さ
れ
、
コ
イ
ン
ロ
ッ

カ
ー
は
使
用
停
止
と
な
る
。

　

宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
は
既
に

多
く
の
警
察
官
が
配
置
さ
れ

物
々
し
い
雰
囲
気
に
。
滞
在

中
に
一
般
の
宿
泊
や
結
婚
式

の
予
約
も
入
っ
て
お
り
、
客

に
紛
れ
た
不
審
者
の
侵
入
を

監
視
す
る
。

　

両
国
国
技
館
で
は
２
６

日
、
正
面
升
席
の
前
列
で
大

相
撲
千
秋
楽
を
観
戦
予
定
。

周
囲
は
空
席
に
し
て
日
米
の

警
護
官
（
Ｓ
Ｐ
）
ら
が
固
め
、

優
勝
決
定
時
な
ど
に
舞
う
座

布
団
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に

も
配
慮
す
る
。

　

人
が
集
ま
る
主
要
駅
な
ど

で
は
、
警
備
犬
が
不
審
物
を

捜
索
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
、
東
京
駅
と
両
国
駅
で

ロ
ッ
カ
ー
の
使
用
を
中
止
す

る
。

　

小
型
無
人
機
ド
ロ
ー
ン
対

策
も
課
題
。
警
視
庁
は
電
波

で
飛
行
を
妨
害
す
る
「
ジ
ャ

ミ
ン
グ
装
置
」、大
き
な
ネ
ッ

ト
を
付
け
た
機
体
で
物
理
的

に
捕
獲
す
る
「
迎
撃
ド
ロ
ー

ン
」
を
投
入
し
、
人
海
戦
術

も
駆
使
し
て
首
都
の
空
に
網

を
張
る
。

対
日
貿
易
交
渉
で
米
国
民
の

目
に
見
え
る
成
果
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
農
業

分
野
だ
。
米
中
の
関
税
合
戦

に
よ
り
米
農
家
は
打
撃
を
受

け
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
不

満
が
く
す
ぶ
る
。

　

大
統
領
選
再
選
に
は
農
業

州
の
支
持
固
め
が
不
可
欠

で
、ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
３
日
、

大
規
模
な
農
家
支
援
策
を
発

表
し
た
。
４
月
に
安
倍
氏
と

会
談
し
た
際
に
は
「
農
産
物

の
関
税
を
な
く
し
た
い
」
と

述
べ
て
お
り
、
今
回
の
首
脳

会
談
で
も
農
産
品
の
大
幅
な

関
税
引
き
下
げ
を
求
め
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

外
交
・
安
全
保
障
面
で
は

日
米
の
結
束
を
内
外
に
示
す

考
え
だ
。「
自
由
で
開
か
れ

た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
な

ど
日
米
共
通
の
戦
略
、
北
朝

鮮
の
非
核
化
に
向
け
た
制
裁

の
維
持
を
確
認
す
る
と
み
ら

れ
る
。

　

北
朝
鮮
が
今
月
上
旬
に
短

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

し
た
際
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
問

題
視
し
な
い
考
え
を
示
し
、

日
米
の
温
度
差
が
表
面
化
し

た
。「
米
国
に
届
か
な
け
れ

ば
い
い
と
の
本
音
が
出
た
」

（
外
交
筋
）
と
も
指
摘
さ
れ

る
だ
け
に
訪
日
中
の
発
言
が

注
目
さ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
拉
致
被
害

者
家
族
に
も
面
会
す
る
予
定

で
、
拉
致
問
題
解
決
へ
の

協
力
姿
勢
を
日
本
国
民
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
。
日
朝
対
話
を

後
押
し
す
る
考
え
を
重
ね
て

示
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
外

交
や
安
保
を
て
こ
に
貿
易
で

譲
歩
を
迫
れ
ば
、
日
本
は
苦

し
い
立
場
に
置
か
れ
る
。

ぐ
。

　

メ
イ
氏
は
Ｅ
Ｕ
と
の
離
脱

協
議
を
率
い
て
き
た
。「
合

意
な
き
離
脱
」
が
現
実
に
な

れ
ば
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の
間
に
関

税
が
復
活
し
、
通
関
手
続
き

が
遅
れ
る
な
ど
し
て
生
産
活

動
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
合
意
な

き
離
脱
の
場
合
、
２
０
２
３

年
以
降
に
英
国
で
の
生
産
か

ら
撤
退
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
説
明
。「
英
国
と
Ｅ
Ｕ
の

双
方
に
事
業
環
境
な
ど
将
来

の
見
通
し
に
つ
い
て
確
実
性

と
透
明
性
を
求
め
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

英
国
事
業
を
見
直
す
日
本

企
業
は
相
次
ぐ
。
日
産
自
動

車
は
、
英
中
部
の
工
場
で

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
多
目
的
車

（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）
の
次
期
モ
デ
ル

を
生
産
す
る
計
画
を
白
紙
撤

回
し
た
。
ホ
ン
ダ
は
英
南
部

の
工
場
で
の
完
成
車
生
産
を

２
１
年
中
に
終
了
す
る
。

　

日
産
は
、
離
脱
問
題
が
投

資
計
画
に
与
え
る
影
響
は
否

定
で
き
な
い
と
し
「
ど
う
対

応
す
る
の
か
（
英
国
と
Ｅ
Ｕ

に
）
早
く
明
確
に
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
る
。

　

ソ
ニ
ー
は
英
国
に
置
い
て

い
た
家
電
の
欧
州
統
括
会
社

を
オ
ラ
ン
ダ
に
移
転
し
た
。

精
密
機
械
メ
ー
カ
ー
の
中
堅

社
員
は
「
英
国
経
済
が
低
迷

し
、
通
貨
ポ
ン
ド
安
が
進
ん

だ
場
合
、
売
上
や
利
益
の
マ

イ
ナ
ス
要
因
に
な
る
懸
念
が

あ
る
」
と
話
し
た
。

　

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

と
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社

は
い
ず
れ
も
、
ド
イ
ツ
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
現
地
法
人

を
設
立
し
、
Ｅ
Ｕ
全
域
で
の

営
業
免
許
を
取
得
し
た
。
離

脱
問
題
の
余
波
は
金
融
機
関

に
も
及
ん
で
い
る
。

　

会
談
で
康
氏
は
仲
裁
委
に

つ
い
て
「
検
討
中
」
と
の
立

場
を
示
す
に
と
ど
め
た
。
河

野
氏
は
会
談
後
、
６
月
下
旬

に
大
阪
で
開
か
れ
る
２
０
カ

国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳

会
合
が
解
決
策
を
示
す
期
限

に
な
る
と
記
者
団
に
表
明
し

た
。
両
国
関
係
の
改
善
へ
一

定
の
成
果
を
目
指
し
た
が
、

局
面
打
開
は
で
き
な
か
っ
た

形
だ
。

　

康
氏
は
「
被
害
者
の
苦
痛

と
傷
を
癒
や
す
た
め
、
共
に

努
力
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
、
日
本
側
に
取
り
組
み

を
要
請
。
河
野
氏
は
「
個
人

の
感
情
を
優
先
す
る
の
で
は

な
く
、
国
際
法
違
反
の
状
態

が
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
反
論
し
た
。

　

韓
国
の
李
洛
淵
首
相
が
訴

訟
を
巡
る
政
府
対
応
に
限
界

が
あ
る
と
発
言
し
た
こ
と
に

　
【
共
同
】
政
府
は
２
４
日
、

５
月
の
月
例
経
済
報
告
を
発

表
し
、
国
内
景
気
の
全
体
像

を
示
す
総
括
判
断
を
引
き
下

げ
た
。
３
月
に
続
く
２
カ
月

　
【
共
同
＝
仲
井
大
祐
、
藤

原
章
博
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
２
５
日
、
令
和
最
初
の

国
賓
と
し
て
来
日
す
る
。
天

皇
陛
下
と
の
会
見
や
安
倍
晋

三
首
相
と
の
会
談
、
大
相
撲

観
戦
、
自
衛
隊
の
護
衛
艦
乗

船
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
３
泊

４
日
と
な
る
。
新
た
な
時
代

を
迎
え
、
日
米
両
国
は
改
め

て
友
好
と
緊
密
な
同
盟
関
係

　
【
共
同
】
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
の
来
日

を
控
え
、
東
京
都
内

は
厳
戒
態
勢
に
入
っ

た
。
警
視
庁
は
２
５

〜
２
８
日
の
滞
在
期

間
中
に
過
去
最
大
規

模
の
１
万
８
千
人
を

動
員
し
、
テ
ロ
や
反

米
団
体
の
抗
議
行
動

を
警
戒
、
都
心
に
は

見
回
り
の
制
服
警
察

官
が
あ
ふ
れ
る
。
異

例
の
大
相
撲
観
戦
も

あ
り
、
警
視
庁
幹
部

は
「
難
し
い
警
備
に

な
る
が
、
令
和
初
の

相
は
記
者
会
見
で
消
費
税
増

税
に
つ
い
て
「
政
府
と
し

て
景
気
回
復
が
途
切
れ
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。
延
期
は

な
い
」
と
述
べ
、
予
定
通
り

実
施
す
る
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　

最
新
の
政
府
見
解
を
示
す

月
例
報
告
は
、
判
断
の
表
現

ぶ
り
に
裁
量
が
あ
る
。
今
回

は
主
要
な
対
中
輸
出
品
の
電

子
部
品
に
加
え
、
鉄
鋼
な
ど

他
の
産
業
で
も
生
産
が
停
滞

し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

弱
さ
を
示
す
文
言
か
ら
「
一

部
」
を
削
っ
た
。

　

個
別
項
目
で
は
、
企
業
の

設
備
投
資
を
２
年
８
カ
月
ぶ

り
に
下
方
修
正
。４
月
の「
増

加
し
て
い
る
」
か
ら
「
こ
の

と
こ
ろ
機
械
投
資
に
弱
さ
も

み
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
な
増

加
傾
向
に
あ
る
」
と
し
た
。

中
国
減
速
で
投
資
を
先
送
り

す
る
動
き
が
出
て
い
る
こ
と

を
反
映
さ
せ
た
。「
お
お
む

ね
横
ば
い
」
だ
っ
た
生
産
も

「
こ
の
と
こ
ろ
弱
含
ん
で
い

る
」
に
引
き
下
げ
た
。

　

一
方
、
公
共
投
資
は
「
底

堅
い
動
き
」
に
上
方
修
正
。

大
型
連
休
の
旅
行
者
の
好
調

な
ど
を
挙
げ
、
個
人
消
費
は

「
持
ち
直
し
て
い
る
」
に
据

え
置
い
た
。
雇
用
環
境
が
改

善
し
、
企
業
収
益
は
高
水
準

と
い
う
見
解
や
、
世
界
全
体

の
景
気
判
断
も
維
持
し
た
。

触
れ
「
首
相
の
上
に
い
る
文

大
統
領
が
対
応
策
を
考
え
な

け
れ
ば
、
解
決
に
結
び
つ
か

な
い
」
と
語
っ
た
。
韓
国
外

務
省
報
道
官
が
２
３
日
に
判

決
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
支

払
い
を
日
本
企
業
に
求
め
た

発
言
に
も
言
及
し
「
事
の
重

大
性
を
理
解
し
て
い
な
い
大

変
な
発
言
だ
」と
批
判
し
た
。

　

会
談
後
の
記
者
団
の
取
材

で
河
野
氏
は
、
Ｇ
２
０
首
脳

会
合
に
文
氏
が
出
席
す
る
予

定
だ
と
し
た
上
で
「
そ
こ
ま

で
に
、
問
題
が
解
決
さ
れ
て

い
る
の
が
日
韓
関
係
に
と
っ

て
望
ま
し
い
」と
強
調
し
た
。

韓
国
側
が
会
合
に
合
わ
せ
た

日
韓
首
脳
会
談
を
望
ん
で
い

る
こ
と
を
念
頭
に
、
実
現
に

は
徴
用
工
問
題
の
進
展
が
条

件
に
な
る
と
の
認
識
を
示
し

た
と
み
ら
れ
る
。

　

河
野
氏
は
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
後
に
韓
国

が
取
っ
て
い
る
福
島
な
ど

８
県
産
水
産
物
の
輸
入
禁
止

措
置
の
早
期
撤
廃
を
求
め
た

が
、康
氏
は
応
じ
な
か
っ
た
。 　

一
方
、
両
氏
は
北
朝
鮮
情

勢
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
。

非
核
化
に
向
け
て
引
き
続
き

緊
密
に
連
携
す
る
方
針
を
確

認
し
た
。
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連
邦
政
府
も
無
関
係
を
協
調

被
告
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら

の
罪
状
は
、
殺
人
、
殺
人
未

遂
（
両
方
と
も
加
重
量
刑
）、

救
助
義
務
放
棄
な
ど
だ
。

　

被
告
と
な
っ
た
軍
兵
士

１
２
人
の
内
、
３
人
は
自
由

の
身
で
裁
判
を
待
っ
て
い

る
。
だ
が
、
残
る
９
人
は
無

期
限
で
身
柄
を
勾
留
さ
れ
、

人
身
保
護
令
適
用
を
申
請
し

て
い
た
。
こ
の
申
請
は
８
日

と
２
３
日
の
審
理
で
受
理
さ

れ
、
９
人
は
２
４
日
の
朝
、

リ
オ
市
デ
オ
ド
ー
ロ
の
施
設

か
ら
出
た
。
９
人
の
釈
放
に

は
、
条
件
付
を
含
め
る
と
Ｓ

Ｔ
Ｍ
判
事
１
４
人
中
１
３
人

が
賛
成
し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｍ
法
廷

は
１
５
人
の
判
事
で
構
成
さ

れ
、
１
０
人
が
軍
関
係
者
、

５
人
は
文
民
出
身
者
だ
。
９

人
の
釈
放
へ
の
唯
一
の
反
対

者
は
文
民
判
事
の
エ
リ
ザ

ベ
ッ
チ
・
ロ
ッ
シ
ャ
氏
だ
っ

た
。

　

９
人
の
身
柄
拘
束
は
捜
査

妨
害
を
懸
念
し
た
も
の
で
、

　

２
６
日
に
行
わ
れ
る
親
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
派
の
デ
モ
に
関
し
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

は
２
３
日
、「
連
邦
議
会
や
最
高
裁
の
閉
鎖
な
ど
を
求
め
る
過
激
な
主
張
は
望
ま
な

い
」
と
の
発
言
を
行
っ
た
。
２
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

房
長
官
も
２
３
日
、「
デ
モ

は
国
民
の
声
で
あ
り
、
尊
重

し
た
い
」と
し
な
が
ら
も
、「
連

邦
政
府
に
属
す
る
者
と
し
て

は
、
偏
り
の
な
い
威
厳
あ
る

立
場
を
と
る
ま
で
だ
」
と
し

て
、
議
会
や
最
高
裁
閉
鎖
と

い
っ
た
呼
び
か
け
は
連
邦
政

府
と
は
無
関
係
と
の
立
場
を

強
調
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
一
方
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
支
持
者
側
の
連
邦

議
会
へ
の
反
感
は
強
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
２
２
、２
３
日
の

下
院
で
、
省
庁
削
減
の
関
す

る
暫
定
令
を
審
議
し
た
際
、

金
融
活
動
管
理
審
議
会
（
Ｃ

Ｏ
Ａ
Ｆ
）
を
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
や
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

法
相
が
強
く
望
む
法
務
省
傘

下
で
は
な
く
、
経
済
省
傘
下

に
戻
す
な
ど
の
諸
条
件
付
で

承
認
し
た
た
め
だ
。

　
こ
の
暫
定
令
の
下
院
通
過

は
、
中
道
政
党
勢
力
・
セ
ン

ト
ロ
ン
の
下
議
の
大
半
が
モ
ロ

法
相
を
け
ん
制
し
よ
う
と
し

て
、
経
済
省
に
戻
す
こ
と
に

賛
成
し
た
こ
と
が
理
由
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
２
日
の
下
院
で
Ｃ
Ｏ
Ａ

Ｆ
が
モ
ロ
法
相
の
法
務
省
傘

下
に
戻
ら
な
い
と
の
投
票
結

果
が
出
た
こ
と
は
、
連
日
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
所
属
政
党

Ｐ
Ｓ
Ｌ
が
そ
れ
を
巡
り
、
セ

ン
ト
ロ
ン
を
責
め
て
い
る
こ

と
は
本
面
で
も
報
じ
て
い
る

　

２
３
日
の
修
正
動
議
審
議

後
、
こ
の
法
案
は
上
院
に
回

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
所
属
の
社
会
自

由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
上
議
ら

は
既
に
、「
上
院
で
Ｃ
Ｏ
Ａ

Ｆ
を
法
務
省
に
」
と
息
巻
い

て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
支
持
者
た

ち
の
中
に
は
「
セ
ン
ト
ロ
ン

憎
し
」
の
感
情
が
強
く
な
っ

て
お
り
、
モ
ロ
法
相
が
昨
年

ま
で
担
当
判
事
を
務
め
、
セ

ン
ト
ロ
ン
に
も
汚
職
疑
惑
が

か
け
ら
れ
て
い
る
人
が
少
な

く
な
い
「
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

作
戦
」
の
強
化
を
訴
え
る
人

も
増
え
そ
う
な
様
相
を
見
せ

て
い
る
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

２
６
日
の
親
派
デ
モ
に
釘
さ
す

有
罪
確
定
で
は
な
い
。
ま

た
、
釈
放
も
無
罪
放
免
で
は

な
く
、
自
宅
に
戻
り
つ
つ
裁

判
は
継
続
さ
れ
る
。
陸
軍
は

当
面
、
９
人
を
内
勤
扱
い
と

す
る
意
向
だ
。

　
「
兵
士
た
ち
は
、
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
さ
ん
の
車
を
、
数

分
前
に
近
く
で
発
生
し
て
い

た
強
盗
犯
の
車
と
勘
違
い
し

た
」
と
捜
査
担
当
の
軍
検
察

は
見
て
い
る
。

　

事
件
当
初
、「
８
０
発
以

上
の
銃
弾
が
、
罪
の
無
い
市

民
の
車
に
浴
び
せ
ら
れ
…
」

と
報
じ
ら
れ
、
加
害
者
に
対

す
る
憤
怒
と
恐
怖
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
が
、
検
察
の
調

べ
で
は
、
実
際
に
ラ
イ
フ
ル

や
ピ
ス
ト
ル
か
ら
放
た
れ
た

銃
弾
は
２
５
７
発
で
、
そ
の

う
ち
６
２
発
が
ド
ス
・
サ
ン

さ
ん
が
家
族
ら
を
乗
せ
て
運

転
し
て
い
た
車
に
、
軍
兵
士

１
２
人
が
銃
弾
を
浴
び
せ
、

ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
さ
ん
が
死

亡
。
現
場
を
通
り
が
か
り
、

家
族
を
助
け
よ
う
と
し
た
ル

シ
ア
ノ
・
マ
セ
ド
さ
ん
も
被

弾
し
、
１
１
日
後
に
死
亡
し

た
も
の
だ
。

　

軍
兵
士
１
２
人
は
今
月

１
０
日
に
正
式
に
起
訴
さ

れ
、
１
１
日
の
段
階
で
刑
事

　
【
既
報
関
連
】
高
等
軍
裁

判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｍ
、
長
官
は
マ

ル
ク
ス
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

海
軍
大
将
）
は
２
３
日
、
４

月
７
日
に
リ
オ
市
西
部
グ
ア

ダ
ル
ー
ペ
区
で
発
生
し
た
、

音
楽
家
の
エ
ヴ
ァ
ル
ド
・

ロ
ー
ザ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

さ
ん
殺
害
事
件
に
関
与
し
た

疑
い
で
、
身
柄
を
拘
束
し
て

い
た
陸
軍
兵
士
９
人
の
釈
放

を
決
め
た
と
、
２
３
、２
４

日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

事
件
は
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

「
確
定
前
の
前
倒
し
執
行
」の
声
多
く

玩
具
ス
ラ
イ
ム
で
中
毒
症
状

今
後
は
自
由
の
身
で
裁
判
に
参
加

ト
ス
さ
ん
の
車
に
当
た
っ
て

い
た
。

　

釈
放
に
賛
同
し
た
判
事
た

ち
は
、「
長
す
ぎ
る
勾
留
は

未
確
定
の
刑
の
前
倒
し
執
行

に
す
ぎ
な
い
」
と
か
、「
釈

放
し
て
も
捜
査
や
裁
判
の
進

行
に
悪
影
響
は
な
い
」
と
主

張
し
た
。
報
告
官
を
務
め
た

ル
シ
オ
・
マ
リ
オ
・
ゴ
エ
ス

陸
軍
大
将
も
、「
有
罪
か
ど

う
か
さ
え
確
定
す
る
前
の
刑

の
執
行
は
法
的
論
理
に
か
な

わ
な
い
」
と
主
張
し
、「
９

人
の
無
条
件
釈
放
」
に
投
票

し
た
。

　

釈
放
に
唯
一
反
対
し
た

ロ
ッ
シ
ャ
判
事
は
、「
９
人

は
事
件
直
後
の
取
調
べ
で
、

正
当
防
衛
だ
っ
た
と
虚
偽
の

供
述
を
し
て
お
り
、
釈
放
し

た
ら
捜
査
の
妨
げ
に
な
り
う

る
」
と
主
張
し
た
が
、
他
の

判
事
の
賛
同
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

今
回
の
デ
モ
は
、
１
５
日

に
全
国
規
模
で
、「
連
邦
大
学

へ
の
支
出
３
割
削
減
」
な
ど

の
教
育
関
連
予
算
削
減
反
対

デ
モ
が
起
き
た
後
、
大
統
領

が
「（
議
会
や
司
法
も
含
め

た
組
織
や
団
体
と
の
交
渉
抜

き
で
の
）
国
家
統
治
は
無
理
」

と
い
う
文
書
を
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

で
拡
散
し
、「
私
は
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
る
が
、
古
い
利
権
を

持
つ
政
治
家
た
ち
が
邪
魔
を

す
る
」
と
加
筆
し
た
の
を
受

け
た
支
持
者
た
ち
が
、
そ
の

返
答
と
し
て
呼
び
か
け
た
も

の
だ
。

　

だ
が
、
当
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
や
、
同
氏
の
支
持
者
に
強

い
影
響
力
を
持
つ
次
男
カ
ル

ロ
ス
氏
は
早
々
に
、
自
身
や

閣
僚
の
参
加
を
否
定
す
る
発

言
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
オ

ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ
官

マルクス・ドス・サントスＳＴＭ長官
（STM）

２２日のボウソナロ大統領（Alan Santos/PR）

Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
の
件
で
支
持
者
怒
る
も

領
は
、
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
が
法
務
省

傘
下
に
戻
さ
れ
る
こ
と
よ
り

も
、
暫
定
令
が
、
最
終
期
限

の
６
月
３
日
ま
で
に
両
院
で

承
認
さ
れ
る
こ
と
の
方
を
重

要
視
し
て
い
る
。

が
、
セ
ン
ト
ロ
ン
側
は
Ｐ
Ｓ

Ｌ
議
員
の
こ
の
日
の
態
度
を

問
題
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は

同
党
の
下
議
、
少
な
く
と
も

８
人
が
審
議
の
最
中
に
携
帯

電
話
の
自
撮
行
為
を
行
っ
た

こ
と
で
、
そ
れ
は
写
真
付
で

報
じ
ら
れ
て
も
い
る
。
Ｐ
Ｓ

Ｌ
の
議
員
は
抗
議
行
動
か
ら

転
じ
て
政
治
家
に
な
っ
た
人

が
多
く
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
多
く

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
持
つ
人
も

少
な
く
な
い
が
、
彼
ら
は
今

や
「
議
会
レ
ポ
ー
タ
ー
」
で

は
な
く
政
治
家
。
守
る
べ
き

マ
ナ
ー
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

創
業
１
０
０
年
を
超
え
る

聖
市
最
古
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
・
パ
ー
ラ
ー
「
ア
ラ
ス

カ
」
が
２
０
日
か
ら
営
業
を

停
止
し
、
話
題
と
な
っ
て

い
る
。
南
部
パ
ラ
イ
ゾ
に

店
舗
を
構
え
る
こ
の
店
は
、

１
９
１
０
年
に
営
業
を
開

始
。
１
９
５
０
年
代
頃
か
ら

聖
市
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
販

売
店
の
代
表
格
と
し
て
有
名

だ
が
、
関
係
者
に
よ
る
と
、

「
新
た
な
顧
客
層
に
対
応
す

る
た
め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」

の
た
め
で
、
必
ず
再
開
す
る

と
の
こ
と
。
レ
シ
ピ
は
同
店

の
店
員
の
み
が
知
る
秘
伝
の

味
。
市
の
文
化
の
一
つ
と
し

て
残
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
年
の
サ
ッ
カ
ー
の
コ

パ
・
ア
メ
リ
カ
に
参
加
す
る

日
本
代
表
２
３
人
が
２
３
日

に
発
表
さ
れ
た
。
国
際
的
に

は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
名

前
も
少
な
く
な
い
が
、
来
年

の
東
京
五
輪
を
見
据
え
た
感

じ
の
若
い
チ
ー
ム
と
な
っ

た
。
日
本
は
今
の
と
こ
ろ
、

聖
市
、
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
、

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
で
試
合

が
あ
る
。
聖
市
で
は
６
月

１
７
日
、
モ
ル
ン
ビ
・
ス
タ

ジ
ア
ム
で
の
チ
リ
戦
だ
。

　

パ
リ
で
開
か
れ
て
い
る
、

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
閣
僚
理
事
会
で
２
３

日
、
伯
国
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

に
正
式
に
賛
同
す
る
姿
勢
を

米
国
が
示
し
た
と
、
２
４
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

３
月
の
伯
米
首
脳
会
談

で
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
伯
大
統
領
に
大

し
て
行
っ
た
約
束
が
守
ら
れ

た
形
だ
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
市
場
主
義
を

原
則
と
す
る
先
進
諸
国
の
共

同
体
で
、
現
在
は
３
６
カ
国

が
加
盟
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
に
加
盟
す
る
こ
と
は
、
世

界
経
済
に
お
い
て
、
一
等
国
へ

の
仲
間
入
り
と
み
な
さ
れ
る
。

中
南
米
で
加
盟
し
て
い
る
の

は
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
だ
け
だ
。

　

事
務
総
長
の
ア
ン
ヘ
ル
・

グ
リ
ア
氏
（
メ
キ
シ
コ
）
は
、

「
米
国
か
ら
、
伯
国
加
盟
へ

の
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で
、
我
々
の
伯
国
へ
の

見
方
は
変
わ
っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
。

　

パ
リ
訪
問
中
の
エ
ル
ネ
ス

ト
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
は
、

「
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、

伯
国
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
を
後

押
し
す
る
姿
勢
を
明
確
に
示

し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
極
め

て
重
要
な
こ
と
だ
」
と
語
っ

た
。

　

伯
国
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
の

意
思
を
示
す
前
か
ら
、
加
盟

条
件
を
満
た
す
た
め
、
賢
明

な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
と

グ
リ
ア
事
務
総
長
は
評
価
し

て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
加
盟
を
求
め

る
国
に
、
２
４
８
個
の
条
件

を
出
し
て
い
る
。
伯
国
が
２

年
前
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
へ
の
加
盟

申
請
を
行
っ
た
時
に
ク
リ
ア

し
て
い
た
条
件
は
３
５
個
だ

け
だ
っ
た
が
、
現
在
は
７
４

個
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
を
申
請

し
て
い
る
６
カ
国
（
ペ
ル
ー
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ク
ロ
ア
チ

ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
、
伯
国
）
の
内
、
伯
国
は

一
番
申
請
が
遅
か
っ
た
が
、
一

番
加
盟
条
件
を
多
く
満
た
し

て
お
り
、
他
の
国
々
と
の
兼

ね
合
い
も
議
論
の
的
に
な
っ
て

い
る
と
、
グ
リ
ア
事
務
総
長

は
語
っ
た
。

　

子
供
達
に
大
人
気
の
ス
ラ

イ
ム
（
ど
ろ
ど
ろ
、
ぬ
る
ぬ

る
し
た
粘
土
様
の
玩
具
）
に
、

中
毒
症
状
や
皮
膚
炎
な
ど
を

引
き
起
こ
す
怖
れ
が
あ
る
と
、

２
４
、２
５
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ス
ラ
イ
ム
は
ア
モ
エ
バ
、

ジ
ェ
レ
ッ
カ
と
い
っ
た
名
前
で

市
販
さ
れ
て
も
い
る
が
、
Ｐ

Ｖ
Ａ（
ポ
リ
ビ
ニ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
）
入
り
の
洗
濯
の
り
や
絵

の
具
、
ひ
げ
そ
り
用
の
泡
状

媒
材
（
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
）、
ホ
ウ
酸
水
な
ど
で
作
る

事
も
で
き
る
。

　

だ
が
、
自
分
で
ス
ラ
イ
ム

を
作
る
時
に
使
う
ホ
ウ
砂
と

呼
ば
れ
る
薬
品
（
粉
状
に
し

た
ホ
ウ
酸
、
Ｐ
Ｖ
Ａ
同
士
を

つ
な
ぐ
働
き
が
あ
る
）
に
は

毒
性
が
あ
り
、
発
疹
や
眼
瞼

炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

の
原
因
と
な
る
。
ま
た
、
健

康
な
皮
膚
か
ら
の
吸
収
は
遅

い
が
、
傷
が
あ
る
と
急
速
に

吸
収
さ
れ
、
急
性
中
毒
も
起

こ
し
得
る
。
よ
り
危
険
な
の

は
ホ
ウ
砂
を
経
口
摂
取
し
た

場
合
で
、
胃
腸
炎
や
頭
痛
、

嘔
吐
、
悪
心
、
下
痢
、
発
疹

を
伴
う
皮
膚
炎
な
ど
を
起
こ

す
。
小
児
の
場
合
は
、
激
し

い
嘔
吐
や
下
痢
、
シ
ョ
ッ
ク

症
状
を
起
こ
し
、
死
に
至
る

例
さ
え
あ
る
と
い
う
。

　

ホ
ウ
砂
に
よ
る
過
敏
反
応

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
や

肌
の
敏
感
さ
、
ス
ラ
イ
ム
の

成
分
、
ホ
ウ
砂
や
ホ
ウ
酸
に

触
れ
て
い
る
時
間
な
ど
に
よ

り
、
大
き
な
差
が
出
る
。

　

２
４
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
作
っ

て
、
兄
弟
で
仲
良
く
遊
ぶ

家
庭
も
紹
介
し
て
い
る
が
、

２
３
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
は
、

胃
腸
炎
を
起
こ
し
て
１
週
間

以
上
、
入
院
し
て
い
る
女
児

の
例
を
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
女
児
は
リ
ン
パ
腺
の

炎
症
が
治
ま
ら
ず
、
入
院
が

続
い
て
い
る
が
、
彼
女
が
病

室
で
ス
ラ
イ
ム
を
作
っ
て
遊
ん

で
い
る
事
に
気
づ
い
た
医
師

が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ホ
ウ
酸

の
中
毒
症
状
が
起
き
て
い
た

事
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　

女
児
の
母
親
が
こ
の
事
を

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
に
掲
載
し
た
と
こ

ろ
、
自
分
の
子
供
も
同
じ
よ

う
な
症
状
を
起
こ
し
た
と
い

う
親
達
が
相
当
数
い
る
事
が

判
明
。
そ
の
記
事
も
拡
散
さ

れ
た
と
い
う
。

　

幸
い
、
こ
の
女
児
は
薬
物

中
毒
に
詳
し
い
医
師
の
診
察

を
受
け
る
事
が
出
来
、
ホ
ウ

酸
中
毒
で
あ
る
事
が
判
明
し

た
が
、
子
供
が
嘔
吐
な
ど
を

起
こ
し
て
も
、
原
因
が
わ
か

ら
ず
に
い
た
親
の
方
が
多
い

と
い
う
。

　
エ
ス
タ
ー
ド
紙
は
、
市
販

品
は
中
毒
症
状
を
起
こ
さ
な

い
程
度
の
ホ
ウ
砂
し
か
使
わ

ず
、
安
全
検
査
も
行
っ
て
い

る
か
ら
、
危
険
を
避
け
た
い

な
ら
ば
、
市
販
品
を
使
う
よ

う
勧
め
る
、
専
門
医
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

２
３
日
、
最
高
裁
で
人
種

差
別
に
同
性
愛
者
差
別
を
含

め
る
か
否
か
の
審
理
が
行
わ

れ
た
。
結
審
は
ま
だ
だ
が
、

現
時
点
で
既
に
、
過
半
数
の

判
事
が
「
含
め
る
」
と
の
判

断
を
下
し
て
い
る
。
２
４
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

政
党
シ
ダ
ダ
ニ
ア
（
旧
・

社
会
大
衆
党
）
と
伯
国
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
（
同
性
愛
者
、
両
性
愛

者
、
性
転
換
者
）
協
会
（
Ａ

Ｂ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
）
の
訴
え
を
も
と

に
は
じ
ま
っ
た
審
理
は
、
２

月
に
４
判
事
が
「
含
め
る
」

に
賛
成
し
た
と
こ
ろ
で
中
断

し
て
い
た
が
、
上
院
の
憲
政

委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
が
２
２

日
に
、
同
性
愛
差
別
を
含
ん

だ
人
種
差
別
禁
止
法
の
審
議

を
進
め
た
こ
と
を
受
け
て
、

審
理
を
再
開
し
た
。

　

２
月
に
は
、
報
告
官
の
セ

ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
判
事
を
は

じ
め
、
ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・

バ
ロ
ー
ゾ
、
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ

キ
ン
、
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

デ
・
モ
ラ
エ
ス
の
４
判
事
が

賛
成
し
て
い
た
が
、
２
３
日

は
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
、
ル
イ

ス
・
フ
ク
ス
の
２
判
事
が
そ

れ
に
続
い
た
。
こ
れ
で
、
こ

れ
ま
で
投
票
し
た
６
判
事
全

員
が
賛
成
し
た
こ
と
に
な
り
、

１
１
人
い
る
最
高
裁
判
事
の

過
半
数
を
超
え
た
。

　

同
件
の
審
理
は
６
月
５
日

に
再
開
す
る
予
定
で
、
そ
こ

で
残
り
の
５
判
事
が
投
票
す

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、

福
音
派
政
治
家
の
反
対
が
強

い
。
今
回
の
審
理
再
開
の
前

に
は
、「
最
高
裁
で
審
理
を

継
続
す
べ
き
か
」
と
の
投
票

が
行
わ
れ
、
９
対
２
で
審
理

継
続
が
決
ま
っ
た
が
、
ジ
ア

ス
・
ト
フ
ォ
リ
長
官
は
「
同

件
は
議
会
で
扱
う
べ
き
」
と

し
て
、
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー

リ
オ
・
メ
ロ
判
事
と
共
に
反

対
票
を
投
じ
て
い
た
。

　

伯
国
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が

２
０
分
に
１
人
、
殺
さ
れ
た

り
自
殺
し
た
り
し
て
い
る
。

「議会や最高裁の閉鎖は論外」
　

こ
の
発
言
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
が
大
統
領
官
邸
で

開
催
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
の
朝
食
会
で
の
も
の
で
、

バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
局
の
記

者
に
よ
る
と
、
２
６
日
の
デ

モ
の
際
、
一
部
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

信
者
が
「
連
邦
議
会
や
最
高

裁
の
閉
鎖
」
な
ど
も
主
張
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、「
そ
の
よ
う
な
主
張
は
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
よ
う
な
独
裁
国

に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
、

今
回
の
デ
モ
に
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
」
と
、
否
定
的
な
姿

勢
を
取
っ
た
。

米
国
が
伯
国
の
加
盟
を
後
押
し

「
極
め
て
重
要
」
と
伯
外
相

皮
膚
炎
な
ど
の
報
告
も
相
次
ぐ

ボウソナロ
軍 裁 判 所

市
民
殺
害
の
兵
士
９
人
を
釈
放

（２）２０１９年 第５２４９号 ５月 ２５日 （土曜日）

ＯＥＣＤ

同
性
愛
差
別
も
人
種
差
別
の
一
部

現
状
で
最
高
裁
で
過
半
数
占
め
る



　

嘉か

永え
い

６
（
１
８
５
３
）
年ね

ん

１
２
月が

つ

１
４
日か

、
長な

が

崎さ
き

の
港

み
な
と

に
４
隻せ

き

の
大お

お

船ぶ
ね

が
停て

い

泊は
く

し
て
い
た
。
中

ち
ゅ
う

央お
う

に
陣じ

ん

取ど

る
の
は
ロ
シ

ア
使し

節せ
つ

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
乗の

る
旗き

艦か
ん

「
パ
ル
ラ
ダ
号ご

う

」。
左さ

右ゆ
う

５
２
門も

ん

の
大た

い

砲ほ
う

で
港

み
な
と

全ぜ
ん

体た
い

を
威い

圧あ
つ

し
て
い
た
。

　

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

、
パ
ル
ラ
ダ
号ご

う

か
ら
６
艘そ

う

の
ボ
ー
ト
が
降お

ろ

さ
れ
た
。
随ず

い

伴は
ん

艦か
ん

か
ら
は
祝

し
ゅ
く

砲ほ
う

が
放は

な

た
れ
、
快か

い

晴せ
い

の
空そ

ら

の
も

と
で
長な

が

崎さ
き

の
港み

な
とを
囲か

こ

む
丘

き
ゅ
う

陵り
ょ
うに
い
ん
い
ん
と
こ
だ
ま
し
た
。

　

や
が
て
ボ
ー
ト
が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
波は

止と

場ば

に
つ
き
、
軍ぐ

ん

楽が
く

隊た
い

を
先せ

ん

頭と
う

に
武ぶ

装そ
う

兵へ
い

、
ロ
シ
ア
使し

節せ
つ

と
士し

官か
ん

、
水す

い

兵へ
い

ら
が
二に

列れ
つ

縦じ
ゅ
う

隊た
い

で
続つ

づ

き
、
ラ
ッ
パ
・
太た

い

鼓こ

に
合あ

わ
せ
て
行こ

う

進し
ん

を
始は

じ

め
た
。
隊た

い

列れ
つ

は
西に

し

役や
く

所し
ょ

の
前ま

え

で
と
ま
り
、
使し

節せ
つ

と
士し

官か
ん

は
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
役や

く

人に
ん

に
案あ

ん

内な
い

さ
れ
て
対た

い

面め
ん

所じ
ょ

に
入は

い

る
。
そ
こ
に
は
４
人に

ん

の
幕ば

く

府ふ

高こ
う

官か
ん

が
応お

う

接せ
つ

掛が
か
りと
し
て
待ま

ち
か
ま
え
て
い
た
。

　

応お
う

接せ
つ

掛が
か
り

次じ

席せ
き

の
勘か

ん

定じ
ょ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う・
川か

わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
らは
、
使し

節せ
つ

プ

チ
ャ
ー
チ
ン
を
６
０
歳さ

い

ぐ
ら
い
と
見み

た
。
髪か

み

は
茶ち

ゃ

色い
ろ

で
髭ひ

げ

を
た

く
わ
え
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うか
ら
、
高こ

う

位い

の
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る

と
察さ

っ

せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
川か

わ

路じ

を
随ず

い

行こ
う

秘ひ

書し
ょ

官か
ん

で
作さ

っ

家か

の
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は

「
４
５
歳さ

い

く
ら
い
の
、
大お

お

き
な
鳶と

び

色い
ろ

の
眼め

を
し
た
、
聡そ

う

明め
い

闊か
っ

達た
つ

な
顔か

お

付つ
き

の
人じ

ん

物ぶ
つ

」
と
後あ

と

に
書か

き
残の

こ

し
て
い
る
。

　

川か
わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
らの
父ち

ち

・
内な

い

藤と
う

吉き
ち

兵べ

衛え

は
日ひ

田た

（
大お

お

分い
た

県け
ん

）
の
幕ば

く

府ふ

代だ
い

官か
ん

所じ
ょ

の
小

し
ょ
う

吏り

で
あ
り
、
そ
の
地ち

で
聖と

し

謨あ
き
らも
３
歳さ

い

ま
で
過す

ご
し
た
。
そ
の
後ご

、
父ち

ち

は
念ね

ん

願が
ん

か
な
っ
て
幕ば

く

府ふ

の
徒か

士ち

（
騎き

乗じ
ょ
うを
許ゆ

る

さ
れ
な
い
徒と

歩ほ

の
軽け

い

格か
く

の
武ぶ

士し

）
に
採さ

い

用よ
う

さ
れ
、
江え

戸ど

は
牛う

し

込ご
め

北き
た

御お

徒か
ち

町ま
ち

に
移う

つ

り
住す

ん
だ
。

　

そ
の
後ご

、
聖と

し

謨あ
き
らは
小こ

普ぶ

請し
ん

組ぐ
み

（
無む

役え
き

の
旗は

た

本も
と

御ご

家け

人に
ん

）
川か

わ

路じ

三さ
ん

左ざ

衛え

門も
ん

光み
つ

房ふ
さ

の
養よ

う

子し

と
な
り
、
家か

督と
く

を
相そ

う

続ぞ
く

し
て
１
８

歳さ
い

か
ら
幕ば

く

府ふ

に
出

し
ゅ
っ

仕し

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後ご

、
実じ

つ

力り
ょ
くを

求も
と

め
ら
れ
て
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
引ひ

き
立た

て
ら
れ
、
幕ば

く

府ふ

三さ
ん

奉ぶ

行ぎ
ょ
うの
一ひ

と
つ
で

あ
る
勘か

ん

定じ
ょ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
うに
ま
で
栄え

い

進し
ん

で
き
た
の
は
、
聖と

し

謨あ
き
ら

自じ

身し
ん

夢む

想そ
う

だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

嘉か

永え
い

６
年ね

ん

６
月が

つ

に
ペ
リ
ー
率ひ

き

い
る
米べ

い

国こ
く

艦か
ん

隊た
い

が
来ら

い

航こ
う

し
、

通つ
う

商し
ょ
う

要よ
う

求き
ゅ
うを
聞き

き
入い

れ
な
い
場ば

合あ
い

は
戦せ

ん

争そ
う

に
な
る
だ
ろ
う
か

ら
と
、
降こ

う

伏ふ
く

の
際さ

い

に
使つ

か

う
白し

ろ

旗は
た

を
送お

く

る
と
い
う
露ろ

骨こ
つ

な
砲ほ

う

艦か
ん

川か
わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
ら

と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

         
幕ば

く

末ま
つ

名め
い

外が
い

交こ
う

官か
ん

の
激げ

き

突と
つ

２００３年
ねん

５月
がつ

１８日
にち

版
ばん

外が
い

交こ
う

を
展て

ん

開か
い

し
た
［
Ａ
］。
回か

い

答と
う

を
受う

け
取と

る
た
め
に
来ら

い

年ね
ん

に

再ふ
た
たび
来ら

い

航こ
う

す
る
、
と
言い

い
残の

こ

し
て
ペ
リ
ー
が
去さ

っ
た
の
が
６
月が

つ

１
２
日に

ち

。
そ
の
わ
ず
か
１
カ
月げ

つ

後ご

の
７
月が

つ

１
８
日に

ち

に
今こ

ん

度ど

は

４
隻せ

き

の
ロ
シ
ア
艦か

ん

隊た
い

が
長な

が

崎さ
き

に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
か
ら
の
国こ

く

書し
ょ

に
は
、
樺か

ら

太ふ
と

・
千ち

島し
ま

の
日に

ち

露ろ

国こ
っ

境き
ょ
うを

定さ
だ

め
、
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

易え
き

を
開ひ

ら

き
た
い
、
と
い
う
要よ

う

求き
ゅ
うが
記し

る

さ
れ

て
い
た
。
幕ば

く

府ふ

老ろ
う

中じ
ゅ
うた
ち
は
応お

う

接せ
つ

掛が
か
りと
し
て
、
西に

し

丸ま
る

留る

守す

居い

役や
く

・
筒つ

つ

井い

政ま
さ

憲の
り

、
川か

わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
ら

他ほ
か

２
名め

い

に
長な

が

崎さ
き

に
下く

だ

る
よ
う
命め

い

じ
た
。

　

長な
が

い
泰た

い

平へ
い

の
時じ

代だ
い

に
衰す

い

退た
い

し
た
日に

本ほ
ん

の
防ぼ

う

備び

力り
ょ
くで
は
、
戦せ

ん

乱ら
ん

と
技ぎ

術じ
ゅ
つ

革か
く

新し
ん

で
鍛き

た

え
ら
れ
た
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

の
敵て

き

で
は
な
く
、

戦た
た
かい
と
な
れ
ば
ア
ヘ
ン
戦せ

ん

争そ
う

で
英え

い

国こ
く

に
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

さ
れ
た
清し

ん

国こ
く

の
二に

の
舞ま

い

に
な
る
こ
と
は
明あ

き

ら
か
だ
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
識し

き

者し
ゃ

の
間あ

い
だで
は
開か

い

国こ
く

・
通つ

う

商し
ょ
うは
世せ

界か
い

の
大た

い

勢せ
い

と
し
て

避さ

け
ら
れ
な
い
と
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
た
が
、
鎖さ

国こ
く

論ろ
ん

の
根ね

強づ
よ

い
国こ

く

内な
い

世せ

論ろ
ん

を
慎し

ん

重ち
ょ
うに
導み

ち
び
き
な
が
ら
進す

す

め
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
混こ

ん

乱ら
ん

が
起お

こ
る
や
も
し
れ
な
か
っ
た
。
ま
し
て
領

り
ょ
う

土ど

問も
ん

題だ
い

で

寸す
ん

土ど

で
も
譲

じ
ょ
う

歩ほ

し
た
ら
、
国こ

く

内な
い

の
攘

じ
ょ
う

夷い

派は

が
憤ふ

ん

激げ
き

し
て
争そ

う

乱ら
ん

は
必ひ

っ

至し

だ
ろ
う
。
外が

い

国こ
く

と
の
戦せ

ん

争そ
う

か
、
国こ

く

内な
い

の
争そ

う

乱ら
ん

か
、
一い

っ

歩ぽ

踏ふ

み
誤あ

や
ま
れ
ば
亡ぼ

う

国こ
く

に
至い

た

る
、
そ
う
い
う
困こ

ん

難な
ん

な
綱つ

な

渡わ
た

り
を
川か

わ

路じ

ら
は
迫せ

ま

ら
れ
て
い
た
。

　
ロ
シ
ア
使し

節せ
つ

と
日に

本ほ
ん

側が
わ

応お
う

接せ
つ

掛が
か
りの
会か

い

談だ
ん

は
、
ま
ず
相そ

う

互ご

の

挨あ
い

拶さ
つ

か
ら
始は

じ

ま
り
、
つ
い
で
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くに
移う

つ

っ
た
。
ロ
シ
ア
人じ

ん

た
ち

は
初は

じ

め
て
見み

る
日に

本ほ
ん

の
食

し
ょ
く

事じ

に
と
ま
ど
い
の
色い

ろ

を
見み

せ
た
が
、

お
ず
お
ず
と
口く

ち

に
入い

れ
る
と
思お

も

い
が
け
な
い
お
い
し
さ
に
眼め

を

輝か
が
やか
せ
た
。

　

食
し
ょ
く

事じ

後ご

、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
即そ

っ

刻こ
く

協き
ょ
う

議ぎ

を
始は

じ

め
る
こ
と
を

提て
い

案あ
ん

し
た
。
長な

が

崎さ
き

に
て
５
カ
月げ

つ

も
待ま

っ
て
い
た
の
で
、
す
で
に

予よ

定て
い

の
日に

ち

限げ
ん

も
過す

ぎ
、
速す

み

や
か
に
協

き
ょ
う

議ぎ

を
ま
と
め
、
帰き

国こ
く

し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対た

い

し
川か

わ

路じ

は
、

国こ
っ

境き
ょ
う

策さ
く

定て
い

は
両

り
ょ
う

国こ
く

に
と
っ
て
き
わ
め
て
大だ

い

事じ

な
こ
と
で
あ
り
、

慎し
ん

重ち
ょ
うな
話は

な

し
合あ

い
が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
と
し
て
、
日ひ

を
改あ

ら
た
め
て
の
協

き
ょ
う

議ぎ

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
何な

ん

度ど

か
の
や
り
と
り
の
後あ

と

、
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
曲ま

げ

な
い
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
折お

れ
て
、
ロ
シ
ア
側が

わ

は
引ひ

き

揚あ

げ
た
。

　

３
日か

後ご

の
１
７
日に

ち

、
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
答と

う

礼れ
い

と
し
て
ロ
シ
ア
艦か

ん

を

訪ほ
う

問も
ん

。
川か

わ

路じ

は
、も
し
そ
の
ま
ま
ロ
シ
ア
に
連つ

れ
去さ

ら
れ
た
ら
、

ロ
シ
ア
皇こ

う

帝て
い

に
直じ

か

談だ
ん

判ぱ
ん

し
よ
う
と
決け

っ

心し
ん

し
て
い
た
が
、
幸さ

い
わい
訪ほ

う

問も
ん

は
穏お

だ

や
か
な
空く

う

気き

の
中な

か

で
無ぶ

事じ

に
終お

わ
っ
た
。
１
８
日に

ち

に
は

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
を
西に

し

役や
く

所し
ょ

に
招ま

ね

い
て
、
幕ば

く

府ふ

か
ら
の
回か

い

答と
う

書し
ょ

を

手て

渡わ
た

し
、
第だ

い

一い
っ

回か
い

協き
ょ
う

議ぎ

を
２
０
日か

に
開ひ

ら

く
こ
と
で
合ご

う

意い

し
た
。

こ
う
し
た
儀ぎ

礼れ
い

の
間あ

い
だに
も
、
筒つ

つ

井い

や
川か

わ

路じ

は
ど
う
交こ

う

渉し
ょ
うを
進す

す

め
る
か
に
つ
い
て
、
綿め

ん

密み
つ

な
打う

ち
合あ

わ
せ
を
繰く

り
返か

え

し
て
い
た
。

　

２
０
日か

、
朝あ

さ

か
ら
の
激は

げ

し
い
雨あ

め

を
も
の
と
も
せ
ず
に
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
は
随ず

い

員い
ん

を
伴

と
も
な

っ
て
９
時じ

過す

ぎ
に
西に

し

役や
く

所し
ょ

に
つ
き
、

協き
ょ
う

議ぎ

が
始は

じ

ま
っ
た
。
幕ば

く

府ふ

か
ら
の
回か

い

答と
う

書し
ょ

に
は
、
鎖さ

国こ
く

政せ
い

策さ
く

に
は
固こ

執し
つ

せ
ず
に
協

き
ょ
う

議ぎ

に
は
応お

う

じ
る
が
、
通つ

う

商し
ょ
うを
容よ

う

認に
ん

す
る

か
ど
う
か
は
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

の
意い

向こ
う

を
伺う

か
がい
、
諸し

ょ

大だ
い

名み
ょ
うの
考か

ん
が
え
も
質た

だ

す
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
の
で
、
３
年ね

ん

か
ら
５
年ね

ん

待ま

っ
て
欲ほ

し
い
、
と
の

趣し
ゅ

旨し

で
あ
っ
た
。
以い

後ご

、
数す

う

度ど

に
わ
た
る
協

き
ょ
う

議ぎ

は
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

が
あ
っ
た
が
、
お
お
む
ね
次つ

ぎ

の
よ
う
に
進す

す

ん
だ
。

　

３
、５
年ね

ん

待ま

て
と
は
は
な
は
だ
常

じ
ょ
う

識し
き

を
欠か

く
、
と
不ふ

快か
い

そ

う
に
眉ま

ゆ

を
ひ
そ
め
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
対た

い

し
て
、
川か

わ

路じ

は
、
文ぶ

ん

化か

３
（
１
８
０
６
）
年ね

ん

と
翌よ

く

年と
し

に
ロ
シ
ア
艦か

ん

が
樺か

ら

太ふ
と

、
択え

と

捉ろ
ふ

、

利り

尻し
り

を
襲お

そ

っ
て
、
放ほ

う

火か

、
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

、
番ば

ん

人に
ん

拉ら

致ち

を
行お

こ
ない
、
８
年ね

ん

に
は
国く

な

後し
り

島と
う

に
来ら

い

航こ
う

し
た
ゴ
ロ
ブ
ニ
ン
を
日に

本ほ
ん

側が
わ

で
抑よ

く

留り
ゅ
うし
た

事じ

実じ
つ

を
指し

摘て
き

し
た
上う

え

で
、
こ
う
続つ

づ

け
た
。

　
以い

来ら
い

５
０
年ね

ん

近ち
か

く
、
貴き

国こ
く

か
ら
は
絶た

え
て
音お

と

沙さ

汰た

も
な
く
、

気き

の
長な

が

い
お
国く

に

柄が
ら

で
あ
る
と
思お

も

っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
３
、

５
年ね

ん

お
待ま

ち
下く

だ

さ
れ
と
申も

う

し
上あ

げ
て
お
る
の
を
待ま

て
ぬ
と
は
、

何な
に

分ぶ
ん

に
も
合が

っ

点て
ん

が
ゆ
き
ま
せ
ぬ
。

　

川か
わ

路じ

の
揶や

揄ゆ

ま
じ
り
の
発は

つ

言げ
ん

に
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
か
す
か

に
顔か

お

を
紅こ

う

潮ち
ょ
うさ
せ
て
、
蒸

じ
ょ
う

気き

船せ
ん

の
発は

つ

明め
い

で
世せ

界か
い

は
著

い
ち
じ
るし
く
狭せ

ま

く
な
り
、
時じ

勢せ
い

が
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
変へ

ん

化か

し
た
、
な
ど
と
苦く

る

し
そ
う
に

述の

べ
た
。

　
ロ
シ
ア
船せ

ん

が
薪た

き
ぎ、
水み

ず

、
食

し
ょ
く

料り
ょ
うを
絶た

や
し
て
日に

本ほ
ん

の
港み

な
とに
入は

い

っ

た
折お

り
に
日に

本ほ
ん

側が
わ

は
ど
う
対た

い

応お
う

す
る
の
か
、
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

が
聞き

く
と
、
川か

わ

路じ

は
ど
の
国く

に

の
船ふ

ね

で
あ
ろ
う
と
、
無む

償し
ょ
うで
提て

い

供き
ょ
うす
る
と
答こ

た

え
た
。
有ゆ

う

料り
ょ
うに
し
て
欲ほ

し
い
と
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

の
要よ

う

請せ
い

に
対た

い

し
て
は
、
筒つ

つ

井い

が
伏ふ

し
て
い
た
眼め

を
あ
げ
て
「
そ

れ
で
は
と
り
も
な
お
さ
ず
貿ぼ

う

易え
き

の
き
っ
か
け
を
作つ

く

る
こ
と
に
な

る
。
あ
く
ま
で
協

き
ょ
う

定て
い

を
結む

す

ぶ
こ
と
が
先せ

ん

決け
つ

で
、
そ
の
よ
う
な

事こ
と

は
大だ

い

事じ

の
前ま

え

の
小

し
ょ
う

事じ

で
あ
り
、
論ろ

ん

じ
な
い
方ほ

う

が
よ
ろ
し
い
」

と
一い

っ

蹴し
ゅ
うし
た
。

　

国こ
っ

境き
ょ
うに
関か

ん

し
て
は
、
川か

わ

路じ

は
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
の
著ち

ょ

書し
ょ

に
日に

本ほ
ん

側が
わ

と
の
間あ

い
だで
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

は
日に

本ほ
ん

領り
ょ
うと
い
う
協

き
ょ
う

約や
く

を
結む

す

ん
だ
と
あ
る

事じ

実じ
つ

を
挙あ

げ
、さ
ら
に
日に

本ほ
ん

の
番ば

ん

所し
ょ

も
設も

う

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

わ
が
国く

に

の
所し

ょ

領り
ょ
うで
あ
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
の
疑う

た
がい
も
な
い
、
と

断だ
ん

言げ
ん

し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
は
ロ
シ
ア
の
正せ

い

式し
き

の
使し

節せ
つ

で
は
な
く
、
そ
の
著ち

ょ

書し
ょ

を
協

き
ょ
う

議ぎ

の
参さ

ん

考こ
う

に
す
る
こ
と

は
承

し
ょ
う

伏ふ
く

し
か
ね
る
と
反は

ん

論ろ
ん

し
た
。

　

樺か
ら

太ふ
と

の
国こ

っ

境き
ょ
う

問も
ん

題だ
い

で
は
、
川か

わ

路じ

は
実じ

っ

地ち

調ち
ょ
う

査さ

を
す
る
の
が

前ぜ
ん

提て
い

で
あ
り
、
そ
れ
に
は
数す

う

年ね
ん

を
要よ

う

す
る
の
で
、
こ
の
会か

い

談だ
ん

で

決け
っ

定て
い

す
る
の
は
不ふ

可か

能の
う

で
あ
る
、
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
は
そ
の
意い

見け
ん

に
理り

解か
い

を
示し

め

し
た
の
で
、
川か

わ

路じ

は
さ
ら
に
、
樺か

ら

太ふ
と

の
ロ
シ
ア
守し

ゅ

備び

隊た
い

が
現げ

ん

地ち

調ち
ょ
う

査さ

に
赴お

も
む
く
日に

本ほ
ん

の
役や

く

人に
ん

に
無ぶ

礼れ
い

な
行こ

う

為い

を
働は

た
らか
ぬ
よ
う
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
か
ら
命め

い

令れ
い

書し
ょ

を
出だ

す

こ
と
を
要よ

う

求き
ゅ
うし
、
了

り
ょ
う

解か
い

を
得え

た
。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
日に

本ほ
ん

役や
く

人に
ん

を
調

ち
ょ
う

査さ

に
至し

急き
ゅ
う

派は

遣け
ん

す
る
事こ

と

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
、
来ら

い

年ね
ん

の
３
、４
月が

つ

頃ご
ろ

ま
で
に
赴お

も
む
か
ぬ
場ば

合あ
い

に
は
ロ

シ
ア
人じ

ん

を
樺か

ら

太ふ
と

全ぜ
ん

島と
う

に
移い

住じ
ゅ
うさ
せ
る
、
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
こ
の

言こ
と

葉ば

に
川か

わ

路じ

は
に
わ
か
に
色い

ろ

を
な
し
、
さ
て
も
さ
て
も
不ふ

法ほ
う

な

こ
と
を
申も

う

さ
れ
る
。（
樺か

ら

太ふ
と

の
）
ア
ニ
ワ
湾わ

ん

付ふ

近き
ん

は
わ
が
国く

に

の

古ふ
る

く
か
ら
の
確か

く

実じ
つ

な
所し

ょ

領り
ょ
うで
あ
る
の
に
、
勝か

っ

手て

に
そ
の
地ち

に
植

し
ょ
く

民み
ん

す
る
な
ど
と
乱ら

ん

暴ぼ
う

な
こ
と
を
申も

う

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
お
気き

持も

ち
で
あ
る
な
ら
、
協

き
ょ
う

定て
い

な
ど
む
す
べ
る
は
ず
は
な
く
、
協

き
ょ
う

議ぎ

は
一い

っ

切さ
い

無む

用よ
う

で
あ
る
。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
し
ば
し
黙だ

ま

っ
て
い
た
が
、
真し

ん

意い

は
速す

み

や
か

に
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

し
た
い
か
ら
で
あ
り
、
御ご

気き

分ぶ
ん

を
そ
こ
ね

ら
れ
た
こ
と
を
お
詫わ

び
す
る
、
と
言い

っ
た
。

　

川か
わ

路じ

は
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
話は

な

し
て
い
る
う
ち
に
、
ア
メ
リ
カ

使し

節せ
つ

ペ
リ
ー
が
終

し
ゅ
う

始し

、
武ぶ

力り
ょ
くを
背は

い

景け
い

に
恫ど

う

喝か
つ

的て
き

な
態た

い

度ど

を
と

り
続つ

づ

け
た
の
と
は
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

に
、
川か

わ

路じ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うに
も
よ
く
耳み

み

を

傾か
た
むけ
、
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

法ほ
う

国こ
く

情じ
ょ
うを
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
て
冷れ

い

静せ
い

に
協

き
ょ
う

議ぎ

を
進す

す

め

よ
う
と
い
う
姿し

勢せ
い

を
見み

て
と
っ
た
。そ
し
て
ひ
そ
か
に
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
に
対た

い

し
て
敬け

い

意い

と
親し

ん

愛あ
い

の
情じ

ょ
う
を
抱い

だ

き
、
日に

っ

記き

に
「
こ
の

人ひ
と

、
第だ

い

一い
ち
の
人ひ

と

に
て
、
眼ま

な

ざ
し
た
だ
な
ら
ず
。
よ
ほ
ど
の
者も

の

也な
り

」
と
記し

る

し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
秘ひ

書し
ょ

官か
ん

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
は
川か

わ

路じ

を
こ

う
評ひ

ょ
うし
た
。

　
川か

わ

路じ

を
私

わ
た
し

達た
ち

は
み
な
気き

に
入い

っ
て
い
た
。・
・
・
川か

わ

路じ

は
非ひ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

通つ
う

商し
ょ
う

と
国こ

っ

境き
ょ
う

策さ
く

定て
い

の
問も

ん

題だ
い

を
激は

げ

し
く
論ろ

ん

じ
合あ

う

           

二ふ
た

人り

の
間あ

い
だ

に
ひ
そ
か
な
共き

ょ
う

感か
ん

が
芽め

生ば

え
て
い
っ
た
。

（３） ２０１９年第５２４９号 	 ５月	２５日	（土曜日）

常じ
ょ
うに
聡そ

う

明め
い

で
あ
っ
た
。
彼か

れ

は
私わ

た
した
ち
自じ

身し
ん

を
反は

ん

駁ば
く

す
る
巧こ

う

妙
み
ょ
う

な
弁べ

ん

論ろ
ん

を
も
っ
て
知ち

性せ
い

を
閃ひ

ら
めか
せ
た
も
の
の
、
な
お
こ
の
人ひ

と

を

尊そ
ん

敬け
い

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
彼か

れ

の
一い

ち

言ご
ん

一い
っ

句く

、
一い

ち

瞥べ
つ

、
そ
れ
に
物も

の

腰ご
し

ま
で
が
す
べ
て
良

り
ょ
う

識し
き

と
、
機き

知ち

と
、
炯け

い

眼が
ん

と
、

練れ
ん

達た
つ

を
顕あ

ら
わし
て
い
た
。

　

協
き
ょ
う

議ぎ

は
あ
く
る
年と

し

１
月が

つ

４
日か

ま
で
続つ

づ

け
ら
れ
、
条

じ
ょ
う

約や
く

締て
い

結け
つ

は
当と

う

面め
ん

拒き
ょ

絶ぜ
つ

、
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

は
日に

本ほ
ん

領り
ょ
う、
樺か

ら

太ふ
と

は
実じ

っ

地ち

調ち
ょ
う

査さ

の
上う

え

で
再さ

い

協き
ょ
う

議ぎ

と
い
う
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うの
線せ

ん

で
決け

っ

着ち
ゃ
くし
た
。
唯ゆ

い

一い
つ
、

日に

本ほ
ん

が
他た

国こ
く

と
の
通つ

う

商し
ょ
うを
結む

す

ん
だ
場ば

合あ
い

に
は
同ど

う

条じ
ょ
う

件け
ん

を
ロ
シ

ア
に
許ゆ

る

す
と
い
う
事こ

と

で
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
満ま

ん

足ぞ
く

し
、
北ほ

っ

方ぽ
う

の

地ち

を
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

し
た
後あ

と

に
再ふ

た
た
び
来ら

い

訪ほ
う

す
る
と
言い

い
残の

こ

し
て
、
８
日か

に
出

し
ゅ
っ

港こ
う

し
て
い
っ
た
。

　

２
月が

つ

に
は
ペ
リ
ー
が
再ふ

た
た
び
来ら

い

航こ
う

し
、
日に

ち

米べ
い

和わ

親し
ん

条じ
ょ
う

約や
く

が
結む

す

ば
れ
た
。
通つ

う

商し
ょ
うは
認み

と

め
な
い
が
、
下し

も

田だ

・
函は

こ

館だ
て

を
開か

い

港こ
う

し
、

そ
こ
で
の
物ぶ

っ

品ぴ
ん

の
購こ

う

入に
ゅ
うは
認み

と

め
ら
れ
た
。
川か

わ

路じ

は
わ
が
国く

に

の
信し

ん

義ぎ

の
た
め
に
も
、
同ど

う

様よ
う

の
内な

い

容よ
う

を
ロ
シ
ア
側が

わ

に
許ゆ

る

す
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

る
と
老ろ

う

中じ
ゅ
う

阿あ

部べ

正ま
さ

弘ひ
ろ

に
上

じ
ょ
う

申し
ん

し
て
、
許き

ょ

可か

を
得え

た
。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
１
０
月が

つ

１
４
日か

、
新し

ん

鋭え
い

の
「
デ
ィ
ア
ナ

号ご
う

」
で
下し

も

田だ

に
や
っ
て
き
た
。
す
で
に
英え

い

仏ふ
つ

と
の
間あ

い
だで
ク
リ
ミ

ア
戦せ

ん

争そ
う

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

し
て
お
り
、
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

は
英え

い

仏ふ
つ

艦か
ん

の
攻こ

う

撃げ
き

に

備そ
な

え
て
臨り

ん

戦せ
ん

態た
い

勢せ
い

を
と
っ
て
い
た
。
筒つ

つ

井い

、
川か

わ

路じ

ら
が
江え

戸ど

か

ら
駆か

け
つ
け
、
協

き
ょ
う

議ぎ

は
１
１
月が

つ

１
日た

ち

か
ら
始は

じ

め
ら
れ
た
。

　

翌よ
く

２
日か

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

過す

ぎ
、
大お

お

地じ

震し
ん

が
襲お

そ

っ
た
。
川か

わ

路じ

が
泊と

ま
っ
て
い
た
寺て

ら

で
は
樹じ

ゅ

木も
く

が
折お

れ
、
塀へ

い

が
す
べ
て
倒た

お

れ
た
。
津つ

波な
み

が
来く

る
と
の
警け

い

報ほ
う

に
川か

わ

路じ

ら
は
裏う

ら

手て

の
山や

ま

に
駆か

け
上の

ぼ

っ
た
。

海か
い

面め
ん

が
盛も

り
上あ

が
っ
て
、
田た

畑は
た

や
家い

え

並な

み
に
襲お

そ

い
か
か
り
、
そ

の
上う

え

に
大お

お

き
な
船ふ

ね

が
投な

げ
出だ

さ
れ
た
。
津つ

波な
み

が
引ひ

く
と
下し

も

田だ

の
町ま

ち

は
消

し
ょ
う

滅め
つ

し
、
あ
た
り
一い

ち

面め
ん

、
泥ど

ろ

に
覆お

お

わ
れ
て
い
た
。

　

デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

も
何な

ん

度ど

も
回か

い

転て
ん

し
、
左さ

右ゆ
う

に
大お

お

き
く
傾か

た
む
き
、

沈ち
ん

没ぼ
つ

こ
そ
免ま

ぬ
がれ
た
も
の
の
、船ふ

ね

の
背せ

骨ぼ
ね

に
あ
た
る
龍

り
ゅ
う

骨こ
つ

が
折お

れ
、

浸し
ん

水す
い

が
激は

げ

し
か
っ
た
。
水す

い

兵へ
い

た
ち
が
交こ

う

替た
い

で
排は

い

水す
い

に
努つ

と

め
て
、

な
ん
と
か
沈ち

ん

没ぼ
つ

を
免ま

ぬ
が
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中な

か

で
も
、
ロ
シ
ア
側が

わ

は
海う

み

に
投な

げ
出だ

さ
れ
た
老ろ

う

女じ
ょ

と
水か

主こ

２
名め

い

を
救

き
ゅ
う

助じ
ょ

し
、
手て

厚あ
つ

い
看か

ん

護ご

を
し
て
川か

わ

路じ

ら
に
感か

ん

銘め
い

を
与あ

た

え
た
。

　
ロ
シ
ア
側が

わ

の
要よ

う

請せ
い

に
よ
り
、
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

を
２
０
里り

ほ
ど
離は

な

れ
た
戸へ

田だ

村む
ら

の
砂す

な

浜は
ま

で
修

し
ゅ
う

理り

す
る
こ
と
と
し
、
１
１
月が

つ

２
６

日に
ち

朝あ
さ

に
下し

も

田だ

を
出

し
ゅ
っ

港こ
う

し
た
が
、
途と

中ち
ゅ
うで
風か

ぜ

が
強つ

よ

く
な
り
、
激げ

き

浪ろ
う

の
中な

か

で
船ふ

ね

は
沈ち

ん

下か

し
始は

じ

め
た
の
で
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
退た

い

避ひ

を
命め

い

じ
た
。
逆さ

か

巻ま

く
激げ

き

浪ろ
う

の
中な

か

を
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

か
ら
降お

ろ
さ
れ

た
ボ
ー
ト
は
浜は

ま

辺べ

を
目め

指ざ

し
た
。
浜は

ま

辺べ

で
そ
れ
を
見み

つ
け
た

日に

本ほ
ん

の
漁

り
ょ
う

師し

た
ち
は
波な

み

の
中な

か

を
ボ
ー
ト
に
泳お

よ

ぎ
着つ

き
、
そ
の

太ふ
と

綱つ
な

を
掴つ

か

ん
で
引ひ

き
返か

え

し
た
。
浜は

ま

に
待ま

ち
か
ま
え
て
い
た
大お

お

勢ぜ
い

の
男だ

ん

女じ
ょ

は
太ふ

と

綱つ
な

で
ボ
ー
ト
を
引ひ

き
寄よ

せ
た
。
こ
の
救

き
ゅ
う

助じ
ょ

作さ

業ぎ
ょ
うに
よ
り
５
０
０
人に

ん

の
乗の

り

組く
み

員い
ん

全ぜ
ん

員い
ん

が
無ぶ

事じ

救き
ゅ
う

助じ
ょ

さ
れ
た
。

　

司し

祭さ
い

ワ
シ
ー
リ
イ
・
マ
ホ
フ
は
こ
の
時と

き

の
こ
と
を
次つ

ぎ

の
よ
う

に
航こ

う

海か
い

誌し

に
記し

る

し
た
。

　
善ぜ

ん

良り
ょ
うな
、ま
こ
と
に
善ぜ

ん

良り
ょ
うな
、博は

く

愛あ
い

の
心こ

こ
ろに
み
ち
た
民み

ん

衆し
ゅ
うよ
！

こ
の
善ぜ

ん

男な
ん

善ぜ
ん

女に
ょ

に
永え

い

遠え
ん

の
幸さ

ち

あ
れ
。
末す

え

永な
が

く
暮く

ら
し
、
そ
し

て
銘め

い

記き

さ
れ
よ
。５
０
０
人に

ん

も
の
異い

国こ
く

の
民た

み

を
救す

く
っ
た
功こ

う

績せ
き

は
、

ま
さ
し
く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

諸し
ょ

氏し

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
！

　

デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

は
ま
だ
波な

み

の
上う

え

に
浮う

か
ん
で
お
り
、
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
要よ

う

請せ
い

に
応こ

た

え
て
、
百

ひ
ゃ
く

艘そ
う

も
の
漁ぎ

ょ

船せ
ん

、
荷に

船せ
ん

で
曳え

い

航こ
う

し

よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途と

中ち
ゅ
うで
突と

つ

然ぜ
ん

の
風ふ

う

雨う

に
襲お

そ

わ
れ
て
、
つ

い
に
沈ち

ん

没ぼ
つ

し
て
し
ま
っ
た
。

　

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
こ
の
不ふ

運う
ん

に
も
く
じ
け
ず
に
、
戸へ

田だ

村む
ら

で

５
０
人に

ん

乗の

り
程て

い

度ど

の
洋よ

う

船せ
ん

を
建け

ん

造ぞ
う

し
、
そ
れ
で
迎む

か

え
の
船ふ

ね

を

呼よ

び
に
故こ

国こ
く

に
戻も

ど

る
の
で
、
資し

材ざ
い

や
大だ

い

工く

道ど
う

具ぐ

を
提て

い

供き
ょ
うし
て

欲ほ

し
い
と
日に

本ほ
ん

側が
わ

に
要よ

う

請せ
い

し
た
。

　
日に

本ほ
ん

側が
わ

は
資し

材ざ
い

と
大だ

い

工く

の
す
べ
て
を
無む

償し
ょ
うで
提て

い

供き
ょ
うす
る
事こ

と

と

し
、
近き

ん

隣り
ん

の
船ふ

な

大だ
い

工く

４
０
人に

ん

が
ロ
シ
ア
人じ

ん

の
指し

示じ

に
従

し
た
が
っ
て
、

洋よ
う

船せ
ん

建け
ん

造ぞ
う

に
取と

り
組く

ん
だ
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

大だ
い

工く

は
洋よ

う

船せ
ん

の
設せ

っ

計け
い

・

建け
ん

造ぞ
う

が
和わ

船せ
ん

と
ま
る
で
違ち

が

う
こ
と
に
驚お

ど
ろ
き
、
ロ
シ
ア
人じ

ん

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

大だ
い

工く

の
優す

ぐ

れ
た
技ぎ

量り
ょ
うに
感か

ん

嘆た
ん

の
声こ

え

を
あ
げ
た
。
こ
の
中な

か

の
棟と

う

梁り
ょ
うの
一ひ

と

人り

、
上う

え

田だ

虎と
ら

吉き
ち

は
後あ

と

に
洋よ

う

船せ
ん

の
国こ

く

産さ
ん

化か

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

と

な
る
。

　

洋よ
う

船せ
ん

建け
ん

造ぞ
う

の
間あ

い
だ
も
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
下し

も

田だ

で
川か

わ

路じ

ら
と

談だ
ん

判ぱ
ん

を
続つ

づ

け
た
。
激は

げ

し
い
協

き
ょ
う

議ぎ

の
結け

っ

果か

、
千ち

島し
ま

列れ
っ

島と
う

に
つ
い

て
は
択え

と

捉ろ
ふ

島と
う

以い

南な
ん

は
日に

本ほ
ん

領り
ょ
う、
樺か

ら

太ふ
と

は
こ
れ
ま
で
通と

お

り
国こ

っ

１
．
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
あ
ら
わ
る

Ａ
．
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
４
９
）
黒く

ろ

船ふ
ね

と
白し

ろ

旗は
た　

ペ
リ
ー
の
黒く

ろ

船ふ
ね

か

ら
手て

渡わ
た

さ
れ
た
白し

ろ

旗は
た

は
、
弱

じ
ゃ
く

肉に
く

強き
ょ
う

食し
ょ
くの
近き

ん

代だ
い

世せ

界か
い

シ
ス
テ
ム
へ

の
屈く

っ

服ぷ
く

を
要よ

う

求き
ゅ
うし
て
い
た

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
吉よ

し

村む
ら

昭あ
き
ら、「
落ら

く

日じ
つ

の
宴う

た
げ　

勘か
ん

定じ
ょ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

川か
わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
ら」
★
★

★
、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
１

（
２
）
松ま

つ

本も
と

健け
ん

一い
ち
、「
日に

本ほ
ん

の
近き

ん

代だ
い

１
開か

い

国こ
く

・
維い

新し
ん

」
★
★
★
、

中ち
ゅ
う

央お
う

公こ
う

論ろ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
０

い
争

あ
ら
そ
っ
て
も
、
そ
れ
は
互た

が

い
の
主し

ゅ

君く
ん

ひ
い
て
は
祖そ

国こ
く

へ
の
忠

ち
ゅ
う

誠せ
い

を
尽つ

く
さ
ん
が
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しに
お
い
て
は
兄

き
ょ
う

弟だ
い

の

よ
う
に
親し

ん

睦ぼ
く

の
情じ

ょ
うを
覚お

ぼ

え
る
、
と
い
う
。
第だ

い

一い
っ

級き
ゅ
うの
外が

い

交こ
う

官か
ん

ど

う
し
の
共

き
ょ
う

感か
ん

が
二ふ

た

人り

の
間あ

い
だに
育そ

だ

っ
て
い
た
。

　

戸へ

田だ

村む
ら

で
建け

ん

造ぞ
う

さ
れ
て
い
た
洋よ

う

船せ
ん

は
３
月が

つ

１
５
日に

ち

に
完か

ん

成せ
い

し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
謝し

ゃ

意い

を
込こ

め
て
村む

ら

の
名な

か
ら
「
ヘ
ダ
」

号ご
う

と
名な

付づ

け
た
。
１
６
日に

ち

、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うの

幕ば
く

府ふ

の
好こ

う

意い

を
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
書し

ょ

簡か
ん

を
送お

く

り
、
２
３
日に

ち

に
出

し
ゅ
っ

港こ
う

し
た
。
川か

わ

路じ

は
交こ

う

渉し
ょ
うが
終お

わ
っ
て
、
す
で
に
下し

も

田だ

を
離は

な

れ
て

い
た
が
、
長な

が

く
激は

げ

し
い
談だ

ん

判ぱ
ん

を
続つ

づ

け
て
き
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に

も
う
二に

度ど

と
会あ

う
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思お

も

う
と
寂さ

び

し
い
思お

も

い
を

か
み
し
め
つ
つ
も
、
航こ

う

海か
い

の
無ぶ

事じ

を
祈い

の

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

６
．
敬け

い

意い

と
親し

ん

愛あ
い

の 

情じ
ょ
う

８
．
善ぜ

ん

良り
ょ
う
な
、
博は

く

愛あ
い

の
心こ

こ
ろに
み
ち
た

         

民み
ん

衆し
ゅ
う
よ
！

２
．
ロ
シ
ア
か
ら
の
国こ

っ

境き
ょ
う

策さ
く

定て
い

、

        

通つ
う

商し
ょ
う

要よ
う

求き
ゅ
う

３
．
困こ

ん

難な
ん

な
綱つ

な

渡わ
た

り

４
．
協き

ょ
う

議ぎ

始は
じ

ま
る

５
．
さ
て
も
さ
て
も

        

不ふ

法ほ
う

な
こ
と
を
申も

う

さ
れ
る

７
．
大お

お

地じ

震し
ん

９
．
国く

に

は
違ち

が
い

候そ
う
ら

へ
ど
も
、

         

志
こ
こ
ろ
ざ
しに
於お

い
て
は
兄き

ょ
う

弟だ
い

の
如ご

と

く

境き
ょ
うを
定さ

だ

め
な
い
が
嘉か

永え
い

５

（
１
８
５
２
）
年ね

ん

ま
で
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
蝦え

夷ぞ

ア
イ
ヌ
人じ

ん

が
居き

ょ

住じ
ゅ
うし
た
土と

地ち

は
日に

本ほ
ん

領り
ょ
うと
す

る
、
通つ

う

商し
ょ
うは
ア
メ
リ
カ
と
同ど

う

様よ
う

に
い
ま
だ
認み

と

め
ず
、
た
だ

函は
こ

館だ
て

ま
た
は
下し

も

田だ

で
ロ
シ
ア

領り
ょ
う

事じ

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

を
認み

と

め
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うに
沿そ

っ
た
妥だ

結け
つ

だ
っ
た
。

　

故ふ
る

郷さ
と

を
遠と

お

く
離は

な

れ
て
１
１

年ね
ん

間か
ん

も
極

き
ょ
く

東と
う

海か
い

域い
き

で
さ
す
ら

い
、
さ
ら
に
船ふ

ね

を
失う

し
な
い
な
が

ら
も
、
な
お
も
祖そ

国こ
く

の
国こ

く

益え
き

の
た
め
に
尽つ

く
す
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
姿す

が
た
に
、
川か

わ

路じ

は
真ま

こ
と
の

豪ご
う

傑け
つ

だ
と
感か

ん

じ
入い

っ
た
。

　
使し

節せ
つ

格か
く

別べ
つ

の
人じ

ん

物ぶ
つ

な
る
事こ

と

も
相あ

い

知し

れ
、
且か

つ
各か

く

主し
ゅ

君く
ん

の

為た
め

に
忠ち

ゅ
う
を
尽つ

く
さ
ん
と
思お

も

ふ

処と
こ
ろは
同お

な

じ
な
れ
ば
、
国く

に

は
違

ち
が
い

候そ
う
らへ
ど
も
、
志

こ
こ
ろ
ざ
しに
於お

い
て
は

兄き
ょ
う

弟だ
い

の
如ご

と

く
睦む

つ
みく
も
存ぞ

ん

ず
る

事こ
と

に
候

そ
う
ろ
う。

　

協
き
ょ
う

議ぎ

の
場ば

で
は
激は

げ

し
く
言い
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（５） ２０１９年第５２４９号 	 ５月	２５日	（土曜日）

Principal objetivo da viagem de 
Trump ao Japão é comemorar o 
início da Era Reiwa

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Donald Trump (23/05/2019)

Um alto funcionário do 
governo dos Estados Uni-
dos deu a entender que o 
foco da próxima visita do 
presidente Donald Trump 
ao Japão será a comemo-
ração da nova era no país, 
em vez de discutir comér-
cio.
Trump e a primeira-dama 
dos Estados Unidos visita-
rão o Japão como convida-
dos de Estado, a partir do 
sábado até terça-feira. O 

presidente americano será 
o primeiro líder estrangei-
ro a se encontrar com o 
imperador Naruhito, que 
ascendeu ao trono no dia 
1º de maio.
Por meio de uma telecon-
ferência explicativa, na 
quarta-feira, o funcionário 
disse que a visita do presi-
dente ocorrerá em um mo-
mento histórico para o lado 
japonês.
Donald Trump busca fe-

char um acordo de comér-
cio bilateral com o Japão e 
deve discutir questões co-
merciais em seu encontro, 
na segunda-feira, com o 
primeiro-ministro Shinzo 
Abe.
No entanto, o funcioná-
rio do governo americano 
lembrou que o objetivo 
principal da viagem é co-
memorar as novas atribui-
ções do imperador e da 
imperatriz e o início da Era 

Reiwa.
Na próxima terça-feira, 
Trump deve discursar pe-
rante tropas e pessoal na 
base naval dos Estados 
Unidos em Yokosuka, nas 
proximidades de Tóquio.
O funcionário disse que o 
presidente deve falar sobre 
a força da aliança nipo-a-
mericana e de sua impor-
tância para dissuadir qual-
quer agressão na região.

Panasonic vai suspender negócios 
com a Huawei

Huawei  (23/05/2019)

A fabricante japonesa de 
eletroeletrônicos Panaso-
nic afirmou que vai sus-
pender seus negócios com 
a Huawei, após a decisão 
dos Estados Unidos de 
proibir a venda de compo-
nentes à gigante chinesa de 

tecnologia.
A Panasonic vinha forne-
cendo componentes ele-
trônicos e outros itens à 
Huawei. Segundo a com-
panhia japonesa, seus pro-
dutos, incluindo softwares, 
que empregam componen-

Maior exibição de mangá já realizada 
fora do Japão tem início no Reino Unido

Tepco decide não contratar 
trabalhadores estrangeiros para 
desmantelamento de Fukushima 1

Premiê japonês poderá visitar 
Irã em meados de junho

Mangá (23/05/2019)

Fukushima 1 (23/05/2019)

Irã (24/05/2019)

O maior exposição de 
mangá já realizada fora do 
Japão teve início na quin-
ta-feira no Museu Britâni-
co em Londres. O museu 
começou a exibir mangás 
em 2006 e desde então tem 
adicionado quadrinhos ja-
poneses e artes originais à 
sua coleção.
A imprensa teve acesso 
prévio à exposição, que 
conta com cerca de 70 títu-
los de mangá de 50 artistas 
de diversas gerações.

A Companhia de Energia 
Elétrica de Tóquio (Tepco) 
suspendeu seus planos de 
contratar estrangeiros para 
os trabalhos de desmante-
lamento da danificada usi-
na nuclear Fukushima 1.
Anteriormente, a opera-
dora tinha anunciado que 
contrataria estrangeiros 
para os trabalhos de des-
mantelamento sob o novo 
programa de vistos do Ja-
pão que teve início no mês 
passado.
Na terça-feira, a Tepco foi 
instruída pelo Ministério 
do Trabalho para gerenciar 
com cuidado a segurança 
dos trabalhadores estran-
geiros que fossem contra-
tados.
A pasta disse à operadora 
que gerencie os níveis de 
exposição à radiação dos 
trabalhadores estrangeiros 
e conduza treinamento de 
segurança, tendo em men-
te possíveis dificuldades 
de comunicação no idioma 
japonês.

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, está 
considerando visitar o Irã, 
aparentemente para ameni-
zar a tensão entre o país do 
Oriente Médio e os Esta-
dos Unidos. Esta será a pri-
meira visita por um premiê 
japonês desde 1978.
Fontes afirmam que Abe 
poderá efetuar a visita já 
em meados de junho para 
se encontrar com o pre-
sidente iraniano, Hassan 
Rouhani. O premiê deve 
tomar a decisão final após 
uma reunião com o presi-
dente dos Estados Unidos, 
Donald Trump, em Tó-
quio, na segunda-feira.
Abe tem demonstrado va-
lor a laços amistosos tradi-
cionais do Japão com o Irã. 
Ele se reúne com Rouhani 
anualmente desde 2013, 
nos bastidores da Assem-
bleia Geral da ONU em 
Nova York.
Na semana passada, o 
premiê japonês se reuniu 
com o chanceler iraniano, 

Entre as obras em exibi-
ção estão “Astro Boy”, de 
Osamu Tezuka, “One Pie-
ce” de Eiichiro Oda, e “Ca-
pitão Tsubasa”, de Yoichi 
Takahashi.
A exposição apresenta o 
mangá japonês como for-
ma de arte visual narrativa 
com origem em pergami-
nhos de pinturas e xilogra-
vuras “ukyo-e” de cente-
nas de anos atrás.
A exposição vai até o dia 
26 de agosto.

Na quarta-feira, a Compa-
nhia de Energia Elétrica 
de Tóquio informou ao 
Ministério do Trabalho 
que havia decidido, por 
enquanto, não contratar 
trabalhadores estrangeiros.
A Tepco afirmou que, ago-
ra, necessita de tempo para 
estabelecer condições de 
segurança e higiene pú-
blica para trabalhadores 
que não estejam familiari-
zados com o idioma e as 
práticas trabalhistas locais. 
Mencionou ainda a preo-
cupação de que funcioná-
rios sem conhecimentos 
especiais sobre radiação 
possam enfrentar risco de 
acidentes no trabalho ou 
problemas de saúde.
Atualmente, mais de qua-
tro mil trabalhadores estão 
envolvidos no desman-
telamento de reatores no 
complexo de Fukushima. 
A operadora disse que não 
enfrenta escassez imediata 
de mão de obra.

Mohammad Javad Zarif, 
que fez uma visita surpresa 
ao Japão.
Eles confirmaram que os 
dois países vão manter e 
desenvolver os laços bi-
laterais. Abe manifestou 
também esperança de que 
o Irã continue fazendo par-
te de seu acordo nuclear 
com principais potências 
do mundo.
A administração Trump se 
retirou do acordo em 2018, 
e voltou a adotar sanções 
contra Teerã. O Irã, por sua 
vez, anunciou a suspensão 
parcial de suas obrigações.
A tensão continua crescen-
do desde que os Estados 
Unidos enviaram um gru-
pamento de porta-aviões e 
uma força-tarefa de bom-
bardeiros ao Oriente Mé-
dio, citando o que chamou 
de uma ameaça iminente 
do Irã. O governo ameri-
cano está também consi-
derando despachar mais 
soldados à região.

tes e tecnologia de firmas 
americanas, também po-
dem constar da proibição.
A empresa japonesa or-
denou que firmas perten-
centes ao grupo chequem 
quaisquer vínculos que 
possam ter com a fabrican-

te chinesa.
A Panasonic declarou que 
está acatando as regulações 
americanas sobre controle 
de exportações.
Já a Huawei disse que mais 
de 100 companhias japo-
nesas têm contrato com 
ela.

Governo japonês quer verba para detecção 
de equipamentos de telecomunicações com 
funções maliciosas

Telecomunicações com funções maliciosas  (23/05/2019)

O governo japonês quer 
uma verba no orçamento 
do próximo ano fiscal para 
estudar a detecção de equi-
pamentos de telecomunica-
ções com funções malicio-
sas.
Na semana passada, o De-
partamento de Comércio 
dos Estados Unidos proi-
biu que empresas do país 
conduzam negócios com a 
Huawei e suas 68 afiliadas 

em território americano e 
em outras nações, incluindo 
o Japão.
A questão foi debatida, na 
quinta-feira, pela força-ta-
refa de segurança cibernéti-
ca do governo japonês.
O secretário-chefe do ga-
binete, Yoshihide Suga, 
lembrou que a ameaça de 
ataques cibernéticos está 
aumentando devido à cres-
cente fusão dos mundos 

real e virtual. Ele exortou 
ministros a ajudarem a so-
ciedade a estabelecer medi-
das preventivas e proativas.
A força-tarefa também de-
cidiu requisitar verba para 
atualizar o sistema utiliza-
do pelo governo e por em-
presas de segurança de da-
dos para que compartilhem 
informações sobre ataques 
cibernéticos.
Revisou ainda os parâme-

tros para operadoras e ou-
tros serviços indispensáveis 
de infraestrutura. Os novos 
parâmetros exortam com-
panhias a armazenarem 
dados importantes em ser-
vidores localizados dentro 
do Japão, e a montarem sis-
temas de backup para evitar 
perda de dados em caso de 
desastres.

Sharp considera possibilidade de mudar 
sua produção da China para Tailândia

Sharp (24/05/2019)

A fabricante de eletrôni-
cos Sharp está considerando 
a possibilidade de mudar, da 
China para a Tailândia, sua 

produção de equipamentos 
multifuncionais a serem 
exportados para os Estados 
Unidos, como copiadoras e 

impressoras.
A possibilidade foi desen-
cadeada pelo início de pro-
cedimentos, por parte do 

governo americano, para 
adotar impostos adicionais 
sobre praticamente todos os 
produtos chineses.
A empresa está também 
considerando mudar da Chi-
na sua produção de compu-
tadores a serem exportados 
para os Estados Unidos.

Transferência de marines de Okinawa 
para Guam poderá começar em 2025

Defesa nacional (23/05/2019)

As Forças Armadas dos 
Estados Unidos poderão 
iniciar em 2025 a trans-
ferência para a Ilha de 
Guam, no Oceano Pacífi-
co, de parte dos fuzileiros 
navais que hoje estão em 
Okinawa.
Já foi decidida pelos go-
vernos japonês e ameri-
cano a transferência de 

aproximadamente 9 mil 
marines e suas famílias da 
província do sudoeste do 
Japão para Guam, o Havaí 
e outros lugares fora do 
país. A mudança integra 
planos de reorganização 
dos militares americanos 
que atuam no Japão. Os 
dois governos dizem que a 
transferência será iniciada 

na primeira metade da dé-
cada de 2020.
Segundo fontes bem in-
formadas sobre a questão, 
o Corpo de Fuzileiros Na-
vais comunicou em fe-
vereiro ao Parlamento de 
Guam o plano de iniciar a 
transferência entre janeiro 
e março de 2025.
As mesmas fontes citam 

a estimativa de que 5 mil 
fuzileiros navais, acompa-
nhados de 2.400 familia-
res, serão transferidos para 
Guam e que provavelmen-
te a mudança será conclu-
ída em cerca de 18 meses.
O Corpo de Fuzileiros Na-
vais declarou à NHK que 
modifica frequentemente 
os planos, com base no 
avanço dos preparativos 
e em novas informações. 
Observadores veem a pos-
sibilidade de haver atraso 
na execução dos planos.

Japão pede pela reforma do 
sistema de resolução de litígios da 
Organização Mundial do Comércio

Organização Mundial do Comércio (23/05/2019)

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão Taro 
Kono exortou a Organiza-
ção Mundial do Comércio 
(OMC) a aprimorar o seu 
sistema de resolução de lití-
gios. A declaração foi feita 
após a decisão tomada pelo 
órgão de ir contra a alega-
ção do Japão se opondo às 
restrições a importação de 
produtos pesqueiros japo-
neses implementadas pela 

Coreia do Sul.
Em fevereiro do ano pas-
sado, um painel da OMC 
determinou que a proibição 
a importação de produtos 
pesqueiros de diversas pro-
víncias, incluindo Fukushi-
ma, violava os acordos do 
órgão. A proibição foi im-
plementada após o aciden-
te nuclear de Fukushima 1 
em 2011. Porém, em abril 
deste ano, o órgão de ape-

lações da OMC rejeitou o 
argumento japonês, afir-
mando que as deliberações 
feitas pelo painel eram in-
suficientes.
Em uma reunião na quarta-
feira entre Kono e o dire-
tor geral da OMC Roberto 
Azevedo em Paris, o minis-
tro japonês afirmou que o 
órgão de apelações não to-
mou nenhuma decisão so-
bre a disputa em si, que diz 
respeito a se as restrições 
violam ou não os acordos.
Kono disse ainda lamentar 
que o sistema de resolução 

de litígios da OMC tenha 
falhado em cumprir com 
seu propósito.
Azevedo disse compreen-
der a importância da ques-
tão no Japão, e que a orga-
nização irá apelar aos seus 
membros para que discu-
tam a reforma do sistema 
de resolução de litígios.
Kono deve se encontrar 
com a chanceler da Coreia 
do Sul Kang Kyung-wha 
nesta quinta-feira, e acredi-
ta-se que ele deve exortar a 
Coreia do Sul a suspender a 
proibição.
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レ
ス
ト
ラ
ン
「
藍あ

い

染ぞ
め

」
の
オ

ー
ナ
ー
兼け

ん

シ
ェ
フ
の
白し

ろ

石い
し

テ
ル

マ
さ
ん
。
講こ

う

演え
ん

で
は
、
日に

本ほ
ん

の
４
７
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

の
多た

様よ
う

性せ
い

や
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
豊ゆ

た

か
さ
に
つ
い
て

説せ
つ

明め
い

す
る
。
北き

た

か
ら
南み

な
み

ま
で
、

各か
く

地ち

域い
き

が
地ち

理り

的て
き

・
気き

候こ
う

的て
き

に
ど
の
よ
う
な
特と

く

徴ち
ょ
うが
あ
り
、

更さ
ら

に
地じ

元も
と

の
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
用も

ち

い
て

ど
の
よ
う
な
伝で

ん

統と
う

的て
き

料り
ょ
う

理り

が

あ
る
か
等な

ど

が
語か

た

ら
れ
る
。
早さ

っ

　
「
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
老ろ

う

後ご

の
過す

ご
し
方か

た

」
を
テ
ー
マ
と
し
た
毛も

う

利り

律り
つ

子こ

さ
ん
（
沖お

き

縄な
わ

、
７
０
）
の

講こ
う

演え
ん

会か
い

が
１
６
日に

ち

、
聖せ

い

市し

メ
ト
ロ
・
サ
ン
タ
ク
ル
ス
駅え

き

近ち
か

く
の
力り

っ

行こ
う

会か
い

館か
ん

で
行お

こ
なわ
れ
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

本ぽ
ん

女じ
ょ

性せ
い

の
会か

い

（
細ほ

そ

井い

真ま

由ゆ

美み

代だ
い

表ひ
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

。
自し

然ぜ
ん

主し
ゅ

義ぎ

生せ
い

活か
つ

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

と
し
て

米べ
い

国こ
く

人じ
ん

哲て
つ

学が
く

者し
ゃ

ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ソ
ロ
ー
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
際さ

い

、
小

し
ょ
う

説せ
つ

家か

の
司し

馬ば

遼
り
ょ
う

太た

郎ろ
う

か
ら
「
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

に
も
読よ

め
る
ソ
ロ
ー
を
」
と
依い

頼ら
い

を
受う

け
て
小

し
ょ
う

伝で
ん

『
ソ
ロ
ー
と
は
こ
ん

な
人ひ

と

』
を
書か

き
上あ

げ
た
と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

秘ひ

話わ

を
明あ

か
し
、
会か

い

場じ
ょ
うか
ら
は
驚お

ど
ろき
の
声こ

え

が
あ
が
っ
た
。

速そ
く

、
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

使し

と
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
開か

い

催さ
い

し
た
白し

ら

石い
し

さ
ん
。

当と
う

地ち

の
伯は

く

人じ
ん

だ
け
で
な
く
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
も
母ぼ

国こ
く

の
食し

ょ
く

の
豊ゆ

た

か
さ
を
学ま

な

ぶ
の
は
面お

も

白し
ろ

い
か

も
？

　
　
　
　
　

◎

　

６
月が

つ

１
６
日に

ち

に
催も

よ
お

さ
れ
る

「
松ま

つ

前ま
え

ひ
ろ
子こ

・
三み

山や
ま

ひ
ろ

し
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

ま
で
１
カ
月げ

つ

を
切き

っ
た
。
主し

ゅ

想そ
う

を
綴つ

づ
っ
た
手て

紙が
み

を
送お

く
っ
た
と

こ
ろ
、
返へ

ん

信し
ん

が
あ
り
、
文ぶ

ん

通つ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。
毛も

う

利り

さ
ん
は

司し

馬ば

の
影え

い

響き
ょ
うか
ら
向こ

う

学が
く

心し
ん

が

強つ
よ

ま
り
、
３
８
歳さ

い

で
慶け

い

應お
う

義ぎ

塾じ
ゅ
く

大だ
い

学が
く

人に
ん

間げ
ん

科か

学が
く

部ぶ

に
入

に
ゅ
う

学が
く

。
ア
メ
リ
カ
学が

く

を
専せ

ん

攻こ
う

し
、

岡お
か

山や
ま

大だ
い

学が
く

院い
ん

で
博は

く

士し

課か

程て
い

を
蒸じ

ょ
う

留り
ゅ
う

水す
い

の
よ
う
な
よ
き
伝で

ん

承し
ょ
う

者し
ゃ

で
あ
っ
た
か
と
思お

も

い
ま

す
。
日に

本ほ
ん

で
い
え
ば
非ひ

僧そ
う

非ひ

俗ぞ
く

の
よ
う
な
く
ら
し
を
し
、

つ
ね
に
文ぶ

ん

明め
い

が
持も

つ
〝
猛も

う

性せ
い

〟
に
抵て

い

抗こ
う

し
高こ

う

度ど

の
知ち

性せ
い

が

自み
ず
から
を
山さ

ん

林り
ん

の
自じ

活か
つ

者し
ゃ

と
し
、

か
つ
文ぶ

ん

明め
い

の
憎ぞ

う

悪お

者し
ゃ

に
し
た

と
い
う
あ
た
り
、
こ
ん
に
ち

い
よ
い
よ
必ひ

つ

読ど
く

の
書し

ょ

で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
か
と
存ぞ

ん

じ
ま

す
。
た
ま
た
ま
竜り

ょ

馬う
ま

と
同ど

う

時じ

代だ
い

の
人ひ

と

で
す
ね
。
ソ
ロ
ー
の
小

し
ょ
う

伝で
ん

を
、
た
と
え
自じ

費ひ

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

で

も
お
出だ

し
に
な
る
と
、
わ
れ

わ
れ
に
は
あ
り
が
た
い
の
で
す

が
。
で
き
れ
ば
、
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

に

で
も
読よ

め
る
よ
う
な
本ほ

ん

で
あ

れ
ば
、
最さ

い

高こ
う

で
す
。『
ソ
ロ
ー

と
は
、
こ
ん
な
人ひ

と

』
と
い
う

題だ
い

で
…
」

　

毛も
う

利り

さ
ん
は
、
司し

馬ば

か
ら

の
便た

よ

り
を
励は

げ

み
に
３
年ね

ん

掛が

か

り
で
『
ソ
ロ
ー
と
は
、
こ
ん
な

人ひ
と

』
を
書か

き
上あ

げ
た
。
司し

馬ば

か
ら
は
、
上

じ
ょ
う

梓し

を
寿こ

と
ほ
ぐ
便た

よ

り

が
届と

ど

い
た
。

　
「
人じ

ん

類る
い

が
た
だ
一ひ

と

人り

得え

た
ソ

ロ
ー
に
つ
い
て
。
…
ソ
ロ
ー
は

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
見み

る
に
つ

い
て
仮か

説せ
つ

を
考か

ん
が
え
た
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
仮か

説せ
つ

か
、
そ
の
仮か

説せ
つ

か
ら
ど
ん

な
宝ほ

う

石せ
き

が
掘ほ

り
出だ

さ
れ
た
か
、

き
っ
と
子こ

ど
も
た
ち
は
よ
ろ
こ

ぶ
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
」

　

毛も
う

利り

さ
ん
は
当と

う

時じ

を
振ふ

り

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

協き
ょ
う

会か
い

（
京

き
ょ
う

野の

吉よ
し

男お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
１
８
日に

ち

昼ひ
る

過す

ぎ
か
ら
聖せ

い

市し

サ
ン
タ
ナ
区く

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
空く

う

軍ぐ
ん

公こ
う

園え
ん

の

施し

設せ
つ

で
「
改か

い

元げ
ん

記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

」
を
開か

い

催さ
い

し
、
約や

く

２
０
０

人に
ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

日に
っ

系け
い

協き
ょ
う

会か
い

は
、
陸り

く

軍ぐ
ん

予よ

備び

役え
き

大た
い

佐さ

の
京

き
ょ
う

野の

会か
い

長ち
ょ
うが
創そ

う

設せ
つ

し
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
開か

い

催さ
い

や
ス
ポ

ー
ツ
で
の
交こ

う

流り
ゅ
うな
ど
の
活か

つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。

　

会か
い

場じ
ょ
う

の
壁か

べ

に
は
日に

っ

伯ぱ
く

国こ
っ

旗き

、
皇こ

う

室し
つ

の
系け

い

図ず

や
写し

ゃ

真し
ん

な

ど
も
飾か

ざ

ら
れ
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

、
ル
イ
ス
・
エ
ド
ア
ル

ド
・
ラ
モ
ス
・
バ
チ
ス
タ
・

ペ
レ
イ
ラ
陸り

く

軍ぐ
ん

大た
い

将し
ょ
うの
代だ

い

理り

と
し
て
エ
バ
ン
ド
ロ
・
フ
ァ

ビ
オ
・
ス
テ
フ
ァ
ノ
中

ち
ゅ
う

佐さ

、

ロ
ベ
ル
ト
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

ペ
テ
ル
ネ
リ
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

（
陸り

く

軍ぐ
ん

少し
ょ
う
し
ょ
う
将
）、
池い

け

崎ざ
き

博ひ
ろ

文ふ
み

リ
ベ

返か
え

っ
て
「
司し

馬ば

先せ
ん

生せ
い

は
、
お

亡な

く
な
り
に
な
る
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

ま
で

日に

本ほ
ん

の
行ゆ

く
末す

え

を
案あ

ん

じ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
晩ば

ん

年ね
ん

に
は

『
二に

十じ
ゅ
う

一い
っ

世せ
い

紀き

の
君き

み

た
ち
へ
』

と
い
う
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
遺の

こ

さ
れ
て
い

ま
す
。「
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

に
も
読よ

め
る

ソ
ロ
ー
を
」
と
い
う
先せ

ん

生せ
い

の

お
言こ

と

葉ば

に
は
、
そ
う
し
た
お

気き

持も

ち
が
あ
っ
た
の
だ
と
思お

も

い

ル
ダ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

の

徳と
く

力り
き

敬け
い

三ぞ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ

ル
力り

っ

行こ
う

会か
い

の
岡お

か

崎ざ
き

祐ゆ
う

三ぞ
う

会か
い

長
ち
ょ
う

ら
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

最さ
い

初し
ょ

に
京

き
ょ
う

野の

会か
い

長ち
ょ
うは
「
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

６
６
０
年ね

ん

、
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
皇こ

う

室し
つ

は
、
徳な

る

仁ひ
と

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

で
１
２
６
代だ

い

目め

を
数か

ぞ

え
る
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
、
新し

ん

元げ
ん

号ご
う

「
令れ

い

和わ

」
の
意い

味み

を

「
美う

つ
く

し
い
調

ち
ょ
う

和わ

」
だ
と
説せ

つ

明め
い

　

希き

望ぼ
う

の
家い

え

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
下し

も

元も
と

ジ
ル
セ
理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
『
第だ

い

１
７
回か

い

６
月が

つ

祭さ
い

』
を
、
６

月が
つ

２
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら

午ご

後ご

５
時じ

ま
で
聖せ

い

州し
ゅ
う

イ
タ

ク
ア
ケ
セ
ツ
ー
バ
市し

の
同ど

う

施し

設せ
つ

（T
rav. H

id
eh

aru 
Y

a
m

a
za

k
i s/ n

 d
a 

Estrada do Tronco

）

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う５
レ

ア
ル
。
８
歳さ

い

以い

下か

、
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うは
無む

料り
ょ
う。

　

今こ

年と
し

は
３
５
０
０
～

４
０
０ 

０
人に

ん

を
見み

込こ

む
同ど

う

祭さ
い

。
例れ

い

年ね
ん

通ど
お

り
の
牛う

し

の
丸ま

る

焼や

き
で
は
な
く
、
約や

く

４
０
種し

ゅ

類る
い

の
食

し
ょ
く

事じ

が
提て

い

供き
ょ
うさ
れ
る
。
同ど

う

祭さ
い

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ジ
ウ

ベ
ル
ト
・
シ
ズ
オ
・
ク
ワ
ズ
ル

さ
ん
は
「
少

し
ょ
う

量り
ょ
う

食た

べ
る
人ひ

と

も

い
る
た
め
、
食た

べ
放ほ

う

題だ
い

か
ら

自じ

由ゆ
う

に
食

し
ょ
く

事じ

を
購こ

う

入に
ゅ
うで

き
る

方ほ
う

法ほ
う

に
変か

え
た
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

食
し
ょ
く

事じ

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ

モ
ー
ニ
ャ
、
ケ
ー
キ
、
カ
ン

ジ
ッ
カ
等な

ど

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
料

り
ょ
う

理り

も
販は

ん

売ば
い

す
る
予よ

定て
い

。
２
５
レ

ア
ル
先さ

き

払ば
ら

い
す
る
と
、
当と

う

日じ
つ

に
３
０
レ
ア
ル
分ぶ

ん

の
食

し
ょ
く

事じ

を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
歌か

手し
ゅ

の
カ
ル
ロ
ス
・

ガ
ブ
リ
エ
ル
氏し

と
バ
ン
ド
に

よ
る
シ
ョ
ー
も
予よ

定て
い

さ
れ
て
い

る
。
そ
の
他ほ

か

、
ビ
ン
ゴ
大た

い

会か
い

も
行お

こ
な

わ
れ
る
予よ

定て
い

。

　
来ら

い

社し
ゃ

し
た
ク
ワ
ズ
ル
さ
ん
は

「
い
つ
も
と
趣し

ゅ

向こ
う

を
変か

え
て
、

多お
お

く
の
人ひ

と

に
楽た

の

し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い

ま
す
。
是ぜ

非ひ

遊あ
そ

び
に
来き

て
く

だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い

　

２
４
日か

付づ

け
本ぼ

ん

面め
ん

「
訃ふ

報ほ
う

」
の
記き

事じ

中ち
ゅ
うに
誤あ

や
ま

り
が
あ
っ

た
。
正た

だ

し
く
は
、
下し

も

小こ

薗ぞ
の

昭あ
き

仁ひ
と

さ
ん
が
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
の
は「
ト

メ
ア
ス
ー
移い

住じ
ゅ
う

地ち

」
で
は
な

く
、「
ア
マ
パ
ー
州し

ゅ
う

マ
ザ
ゴ
ン

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

」
だ
っ
た
。
お
詫わ

び

の
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す
る
。

　

１
８
日に

ち

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
野や

球き
ゅ
う

指し

導ど
う

者し
ゃ

チ
ー
ム
と
ア
ニ
ャ

ン
ゲ
ー
ラ
日に

っ

系け
い

ク
ラ
ブ
野や

球
き
ゅ
う

チ
ー
ム
と
の
国こ

く

際さ
い

親し
ん

善ぜ
ん

試じ

合あ
い

で
、
同ど

う

ク
ラ
ブ
の
竹た

け

田た

ク
ラ

ウ
ジ
オ
会か

い

長ち
ょ
うか
ら
「
野や

球き
ゅ
うと

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
違ち

が

う
」
と

聞き

い
て
関か

ん

心し
ん

を
も
っ
た
。
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
も

の
を
指さ

し
、
そ
こ
に
教

き
ょ
う

育い
く

と

規き

律り
つ

が
加く

わ

わ
っ
た
も
の
が
野や

球き
ゅ
うだ
と
い
う
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
永な

が

浦う
ら

裕ゆ
う

太た

さ

ん
は
「
野や

球き
ゅ
うの
指し

導ど
う

を
通と

お

し

て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
対た

い

戦せ
ん

相あ
い

手て

、
審し

ん

判ぱ
ん

に
尊そ

ん

敬け
い

の
念ね

ん

を
も

ち
、
試し

合あ
い

に
誠せ

い

実じ
つ

に
臨の

ぞ

む
姿し

勢せ
い

を
伝つ

た

え
た
い
」
と
話は

な

す
。

伯は
っ

国こ
く

球き
ゅ
う

界か
い

で
は
バ
ッ
ト
を
投な

げ
た
り
、
審し

ん

判ぱ
ん

に
文も

ん

句く

を
言い

う
選せ

ん

手し
ゅ

も
し
ば
し
ば
見み

ら
れ

る
そ
う
。

　

試し

合あ
い

中ち
ゅ
う、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
チ
ー

ム
は
日に

本ほ
ん

式し
き

に
絶た

え
ず
仲な

か

間ま

同ど
う

士し

で
声こ

え

を
か
け
合あ

っ
て
い

た
が
、
同ど

う

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

は
そ
れ
が
あ
ま
り
見み

ら
れ
な

か
っ
た
。

　

か
つ
て
一い

っ

世せ
い

が
多お

お

か
っ
た
頃こ

ろ

は
、
伯は

っ

国こ
く

も
日に

本ほ
ん

式し
き

だ
っ
た

と
聞き

く
。
技ぎ

術じ
ゅ
つ

面め
ん

は
向こ

う

上じ
ょ
うし

て
い
る
が
、
精せ

い

神し
ん

面め
ん

で
は
伯は

っ

国こ
く

式し
き

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
界か

い

で
は
人じ

ん

格か
く

や
振ふ

る
舞ま

い
も
含ふ

く

め
て
応お

う

援え
ん

し
て

も
ら
え
る
選せ

ん

手し
ゅ

に
な
る
と
思お

も

う
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
指し

導ど
う

者し
ゃ

も

来き

て
い
る
し
、
近ち

か

い
将

し
ょ
う

来ら
い

、

伯は
っ

国こ
く

の
「
野や

球き
ゅ
う」
が
見み

た
い

も
の
だ
。　
　
　
　
　
（
大だ

い

）

催さ
い

の
池い

け

田だ

マ
リ
オ
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
の
池い

け

田だ

社し
ゃ

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、

三み

山や
ま

さ
ん
は
伯は

っ

国こ
く

滞た
い

在ざ
い

中ち
ゅ
うに

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

ゆ
か
り
の
地ち

を

巡め
ぐ

る
予よ

定て
い

だ
と
か
。
聖せ

い

市し

イ

ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

開か
い

拓た
く

戦せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

、
パ

ラ
グ
ア
イ
の
イ
グ
ア
ス
移い

住
じ
ゅ
う

地ち

、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ア
サ
イ
市し

の
コ

ー
ヒ
ー
農の

う

園え
ん

、
同ど

う

市し

の
旭

あ
さ
ひ

城
じ
ょ
う

な
ど
を
訪ほ

う

問も
ん

す
る
。
ま
た
東と

う

洋よ
う

街が
い

の
ラ
ル
ゴ
・
ダ
・
ポ
ル

ボ
ラ
に
設せ

っ

置ち

を
予よ

定て
い

し
て
い

る
水み

ず

野の

龍り
ょ
うの
胸

き
ょ
う

像ぞ
う

の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

予よ

定て
い

。「
移い

民み
ん

の
祖そ

」
水み

ず

野の

龍り
ょ
うと
同お

な

じ
高こ

う

知ち

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身
で
、
移い

民み
ん

の
日ひ

に

合あ

わ
せ
て
公こ

う

演え
ん

開か
い

催さ
い

を
希き

望ぼ
う

し
た
三み

山や
ま

さ
ん
。
滞た

い

在ざ
い

中ち
ゅ
うに

伯は
っ

国こ
く

を
好す

き
に
な
り
、
日に

っ

伯ぱ
く

の
懸か

け
橋は

し

と
し
て
の
活か

つ

躍や
く

を

願ね
が

い
た
い
。

　

毛も
う

利り

さ
ん
は
司し

馬ば

文ぶ
ん

学が
く

の
愛あ

い

好こ
う

者し
ゃ

で
、
司し

馬ば

宛あ

て
に
感か

ん

「
老ろ

う

後ご

の
過す

ご
し
方か

た

」
講こ

う

演え
ん

会か
い

で

毛も
う

利り

律り
つ

子こ

さ
ん
が
交こ

う

流り
ゅ
う

秘ひ

話わ

明あ

か
す

し
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も

外が
い

交こ
う

官か
ん

と
し
て
あ
っ
た
、
皇こ

う

太た
い

子し

時じ

代だ
い

か
ら
の
今き

ん

上じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

と
や
り
取と

り
に
関か

ん

し

て
体た

い

験け
ん

を
話は

な

し
た
。
最さ

い

後ご

は

「
コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
に
サ
ッ

カ
ー
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うが
や
っ
て
く

る
。
ぜ
ひ
決け

っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

ま
で
残の

こ

っ

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
対た

い

戦せ
ん

し
、

な
ん
と
か
引ひ

き
分わ

け
に
持も

ち

込こ

ん
で
ほ
し
い
。
皆み

な

さ
ん
も
詞し

を
補ほ

作さ
く

し
た
「
令れ

い

和わ

を
讃た

た

え
る
曲き

ょ
く

」
が
、
カ
ラ
オ
ケ
教

き
ょ
う

師し

の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ン
チ

エ
リ
さ
ん
ら
の
主し

ゅ

導ど
う

に
よ
っ

て
３
曲き

ょ
く

が
合が

っ

唱し
ょ
うさ
れ
た
。
最さ

い

後ご

に
京

き
ょ
う

野の

会か
い

長ち
ょ
う

ら
が
音お

ん

頭ど

を
と
っ
て
「
エ
ン
ペ
ラ
ド
ー

ル
（
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

）、
ビ
ー
バ
！　

徳な
る

仁ひ
と

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

、
バ
ン
ザ
～

イ
！
」
と
三さ

ん

唱し
ょ
うし
た
。

　

そ
し
て
同ど

う

施し

設せ
つ

で
作つ

く

ら
れ

た
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
や
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くが
提て

い

供き
ょ
うさ
れ
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
は
食

し
ょ
く

事じ

を
楽た

の

し
ん
だ
。

　

京
き
ょ
う

野の

会か
い

長ち
ょ
うは
「
５
月が

つ

１
日た

ち

の
改か

い

元げ
ん

を
祝い

わ

っ
て
何な

に

か
し
な

く
て
は
と
皆み

な

で
話は

な

し
合あ

っ
て

い
た
。
来ら

い

年ね
ん

か
ら
天て

ん

長ち
ょ
う

節せ
つ

は

２
月が

つ

２
３
日に

ち

に
な
る
。
そ
こ

で
も
何な

に

か
し
た
い
」
と
か
た

っ
た
。

司
し

馬
ば

遼
りょう

も求
もと

めたソローの智
ち

恵
え

（７） ２０１９年第５２４９号 	 ５月	２５日	（土曜日）

色い
ろ

々い
ろ

な
料り

ょ
う

理り

を
楽た

の

し
む
祭ま

つ

り
へ

恒こ
う

例れ
い

の
６
月が

つ

祭さ
い

、
６
月が

つ

２
日か

希
き

望
ぼう

の家
いえ

「
エ
ン
ペ
ラ
ド
ー
ル
、
ビ
ー
バ
！
」

改か
い

元げ
ん

記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

に
２
０
０
人に

ん

ブラジル日
にっ

系
けい

協
きょう

会
かい

講
こう

演
えん

会
かい

の様
よう

子
す

万
ばん

歳
ざい

三
さん

唱
しょう

する参
さん

加
か

者
しゃ

ら
　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（A

ve-
nida P

aulista, 5
2

）は
、

「
日に

本ほ
ん

の
４
７
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

の

料り
ょ
う

理り

」
の
講こ

う

演え
ん

が
３
０
日に

ち

午ご

後ご

７
時じ

か
ら
同ど

う

館か
ん

で
行お

こ

な

う
。
講こ

う

演え
ん

１
時じ

間か
ん

前ま
え

か
ら
受う

け

付つ
け

可か

能の
う

。
講こ

う

演え
ん

者し
ゃ

は
、
今こ

年と
し

３
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

普ふ

及き
ゅ
うの
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

使し

に
選え

ら

ば
れ
た
、
日に

本ほ
ん

食
し
ょ
く

ま
す
」
と
司し

馬ば

の
遺い

風ふ
う

を
偲し

の

ん
だ
。

　

ソ
ロ
ー
は
１
９
世せ

い

紀き

前ぜ
ん

半は
ん

に
米べ

い

国こ
く

で
活か

つ

躍や
く

し
た
自し

然ぜ
ん

主し
ゅ

義ぎ

文ぶ
ん

学が
く

者し
ゃ

。
代だ

い

表ひ
ょ
う

作さ
く

に
自じ

身し
ん

の
自じ

給き
ゅ
う

自じ

足そ
く

生せ
い

活か
つ

の
様よ

う

子す

を
記し

る

し
た
『
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン 

森も
り

の
生せ

い

活か
つ

』（
１
８
５
４
年ね

ん

）

が
あ
る
。
急

き
ゅ
う

激げ
き

に
物ぶ

っ

質し
つ

主し
ゅ

義ぎ

社し
ゃ

会か
い

化か

し
て
い
く
当と

う

時じ

の
米べ

い

国こ
く

の
中な

か

で
「
自し

然ぜ
ん

に
帰か

え

ら
な

け
れ
ば
、
人に

ん

間げ
ん

を
知し

る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
警け

い

句く

を
発は

っ

し

「
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
」
を
提て

い

唱し
ょ
うし
た
。

　

ま
た
、
奴ど

隷れ
い

制せ
い

度ど

と
メ
キ

シ
コ
戦せ

ん

争そ
う

に
抗こ

う

議ぎ

す
る
た
め
、

人じ
ん

頭と
う

税ぜ
い

の
支し

払は
ら

い
を
拒き

ょ

否ひ

し

て
投と

う

獄ご
く

さ
れ
た
経け

い

歴れ
き

を
持も

ち
、

そ
の
「
市し

民み
ん

的て
き

不ふ

服ふ
く

従じ
ゅ
う」
の

応お
う

援え
ん

し

て
」
と

呼よ

び
か

け
て
会か

い

場じ
ょ
う

を
和な

ご

や
か
に

し
た
。

　

全ぜ
ん

員い
ん

が
起き

立り
つ

し
て
、

ノ

ー

バ
・
バ

ン
デ
イ

ラ
ン
テ

ス
射し

ゃ

撃げ
き

協き
ょ
う

会か
い

の
山や

ま

本も
と

恒つ
ね

夫お

代だ
い

表ひ
ょ
う

が
歌か

　

在ざ
い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
は
、
６

月が
つ

２
０
日か

（
木も

く

）
聖せ

い

体た
い

祭さ
い

の

た
め
、
休

き
ゅ
う

館か
ん

と
な
る
。

思し

想そ
う

は
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ

ィ
ー
の
イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

や

キ
ン
グ
牧ぼ

く

師し

の
市し

民み
ん

権け
ん

運う
ん

動ど
う

に
大お

お

き
な
思し

想そ
う

的て
き

影え
い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
た
。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
は
、
そ
の
ほ
か

最さ
い

新し
ん

の
健け

ん

康こ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、
約や

く

４
０
人に

ん

が
来ら

い

場
じ
ょ
う

し
た
。

る
。

　

聖せ
い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の

グ
ロ
リ
ア
街が

い

の
三み

重え

県け
ん

橋ば
し

の

隣と
な

り
か
ら
会か

い

場じ
ょ
う

ま
で
の
バ
ス

も
用よ

う

意い

さ
れ
る
。
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

時じ

間か
ん

は
午ご

前ぜ
ん

９
～
１
１
時じ

。
往お

う

復ふ
く

１
０
レ
ア
ル
。
予よ

約や
く

は
必ひ

つ

要よ
う

な
し
。

　

前ま
え

売う
り

券け
ん

購こ
う

入に
ゅ
うは
、
同ど

う

会か
い

聖せ
い

市し

事じ

務む

所し
ょ

（
１
１ 

・
５
５
４ 

９
・
２
６ 

９
５
）、
又ま

た

は
太た

い

陽よ
う

堂ど
う

（
１
１
・
３
２
０ 

８
・

６
５
８
８
）
ま
で
。

来
らい

社
しゃ

したコーディネーターのジウベルト・クワズルさん

修し
ゅ
う

了り
ょ
う
し
た
。
ソ

ロ
ー
研け

ん

究き
ゅ
うも
そ
の

一い
っ

環か
ん

と
し
て
行お

こ
ない
、

そ
の
こ
と
を
知し

っ
た

司し

馬ば

か
ら
以い

下か

の

よ
う
な
手て

紙が
み

が
届と

ど

い
た
。

　
「
…
十

じ
ゅ
う

九き
ゅ
う

世せ
い

紀き

の
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ュ

ー
リ
タ
ン
の
伝で

ん

統と
う

の
中な

か

で
、
ソ
ロ
ー
は

小
しょう

伝
でん

『ソローとはこんな人
ひと

』の表
ひょう

紙
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

休き
ゅ
う

館か
ん

日び

の
お
知し

ら
せ

訂て
い

正せ
い



　PLゴルフクラブの「ホンダ・オープン第 44回トーナメント大会」が 17日から19日の３日間、聖
州アルジャー市の同クラブで行われ、ギリェルメ・グリンベルグさんが優勝を飾った。ハンディキャッ
プ別に５段階に分けて行われ、グリンベルグさんはハンディキャップのないスクラッチ部門に出場
し、207 打を記録。２位のマセウス・パルキさんは214 打を記録した。本大会ではホールインワン
賞としてホンダの乗用車が用意されていたが、達成者は出なかった。本大会結果は表にある通り。

主催者ら

グリンベルグさんとパルキさん

ハンディキャップ 8・5以下の入賞者

ハンディキャップ 8・6 ～14・0 の入賞者

ハンディキャップ 19・5～25・７の入賞者

ハンディキャップ 14・1～19・4 の入賞者

RESULTAD0S FINAIS - PREMIAÇÃO

SCRATCH - MASCULINO

1° GUILHERME GRINBERG 110140299 -2 SPGC 34 33 67 37 35 72 33 35 68 207

2° MATHEUS J. PARK 110230090 0 PAGC 41 35 76 34 32 66 36 36 72 214

HCP INDEX ATE 8,5 - ADULTO - MASCULINO

1º ALMEIDA E SILVA ANTONIO PEDRO 210001447 4 GGCC 36 34 70 38 35 73 36 36 72 215

2º FERNANDO VIEIRA DOS SANTOS 157450257 4 IBGC 33 34 67 37 37 74 38 37 75 216

3º MARCOS NEGRINI 110370007 1 DGC 37 37 74 35 35 70 38 37 75 219

HCP INDEX 8,6 A 14,0 - ADULTO - MASCULINO

1° NELSON TAVARES JR 152407078 15 PAGC 0 34 32 66 35 32 67 133

2° FELIPE SCHMITT 150470074 10 CCSP 0 36 36 72 32 33 65 137

3° ARMANDO LOWNDES 157261985 10 IBGC 0 38 35 73 33 34 67 140

HCP INDEX 14,1 A 19,4 - ADULTO - MASCULINO

1° TOSHIAKI SHITARA 154345401 19 LAGC 0 35 39 74 33 30 63 137

2° MARCEL ONO 157149384 16 BGC 0 37 38 75 35 34 69 144

3° GIOVANNI CARLO NEGRETTI FRANCO 151507511 16 AGC 0 32 39 71 37 37 74 145

HCP INDEX 19,5 A 25,7 - ADULTO - MASCULINO

1° TANIGUCHI MASAHARU 110040229 24 PLGC 0 35 43 78 30 28 58 136

2° THORU AMEMIYA 158098215 23 AGC 0 38 38 76 38 35 73 149

3° MURILO SALOMON SILVA DE MOURA 154137876 26 AESJ 0 38 36 74 35 41 76 150

ギリェルメ・グリンベルグさん優勝
２位はマセウス・パルキさん

ホンダ・オープン盛大に開催
H O N D A  O P E N  –  4 4 º  T O R N E I O  A B E R T O  D O  P L  G O L F  C L U B E

P L
ゴルフ

クラブ
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